
論

説

ヒ
ト
初
期
胚
の
道
徳
的
身
分
を
巡
っ
て

｜
｜
ト
マ
ス
主
義
倫
理
学
的
考
察
｜
｜

宮

川

俊

行

一

序

論

１

出
生
ま
で
の
ヒ
ト
生
命
個
体

近
代
発
生
学
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
妊
娠
の
場
合
、
成
立
か
ら
出
生
に
到
る
ま

で
の
ヒ
ト
新
生
命
個
体
の
発
育
過
程
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う１

）

。

α

出
発
点
は
ヒ
ト
精
子
と
ヒ
ト
卵
子
が
合
体
・
核
完
全
融
合
（＝
受
精

﹇fertiliza
tio
n
,
B
efru

ch
tu
n
g

﹈
完
了
）
し
て
生
じ
た
単
細
胞
の
ヒ
ト
接
合

子
（zy

g
o
te

）、
す
な
わ
ち
一
個
の
ヒ
ト
受
精
卵
（a fertilized eg

g

）
で
あ
る
。

こ
の
合
体
、
す
な
わ
ち
単
細
胞
接
合
子
（a sin

g
le-celled zy

g
o
te

）
の
成
立

は
卵
管
膨
大
部
（
ら
ん
か
ん
ぼ
う
だ
い
ぶ
、a

m
p
u
lla

）
で
起
こ
る
。

β

成
立
し
た
二
倍
体
性
細
胞
（d

ip
lo
id cell

）
で
あ
る
接
合
子
は
間
も
な

く
分
割
す
な
わ
ち
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
な
が
ら
子
宮
腔
（
し
き
ゅ
う
こ
う
）

へ
向
か
っ
て
卵
管
内
を
移
動
し
始
め
る
。

γ

接
合
子
は
こ
う
し
て
先
ず
約
一
二
｜
一
六
個
の
細
胞
か
ら
成
る
桑
実
胚

（m
o
ru
la

）
に
な
り
、
子
宮
腔
に
達
す
る
受
精
成
立
後
四
日
目
に
は
胚
盤
胞

（b
la
sto
cy
st

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
る
。

δ

受
精
後
六
日
目
頃
か
ら
子
宮
へ
の
着
床
（im

p
la
n
ta
tio
n
,
n
id
a
tio
n

）

の
過
程
が
始
ま
る
。
胚
盤
胞
は
外
細
胞
塊
（o

u
ter cell m

a
ss,

tro
p
h
o
b
la
st

﹇
栄
養
膜
﹈）
と
内
細
胞
塊
（in

n
er cell m

a
ss,em

b
ry
o
b
la
st

﹇
胚
結
節
﹈）

の
二
部
に
分
か
れ
、
後
者
は
胚
子
（em

b
ry
o

）
と
な
っ
て
い
く
が
、
前
者
は
結

局
胎
児
側
の
胚
盤
（p

la
cen

ta

）
に
な
る
。
着
床
過
程
は
受
精
完
了
後
第
二
週
中

に
終
了
す
る
。
胚
は
以
後
母
体
か
ら
の
栄
養
の
供
給
を
受
け
、
子
宮
内
で
成
長

を
続
け
る２

）

。

ε

着
床
が
終
わ
る
と
、
原
腸
形
成
（g

a
stru

la
tio
n

）
が
始
ま
る
。
原
始
線

条
（p

rim
itiv

e strea
k

）
が
現
れ
て
く
る
。
受
精
完
了
の
一
五
日
目
で
あ
る
。

成
体
の
す
べ
て
の
主
要
器
官
の
原
基
が
確
定
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
に
胚

子
（em

b
ry
o

）
の
各
部
位
は
将
来
の
個
体
の
脳
・
神
経
を
含
め
、
生
存
に
必
要

な
主
要
器
官
の
ど
れ
に
な
る
か
が
確
定
す
る
。
着
床
後
始
ま
っ
た
こ
の
過
程
は
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受
精
後
一
九
日
目
頃
に
終
了
す
る
。

ζ

受
精
後
第
四
週
目
初
め
に
は
心
鼓
動
が
開
始
す
る
。

η

受
精
後
第
八
週
目
に
は
形
態
学
的
に
は
大
ま
か
で
は
あ
る
が
す
べ
て
の

器
官
が
揃
い
、
外
形
は
殆
ど
人
間
の
姿
に
な
る
。

θ

第
八
週
の
終
わ
り
ま
で
は
胚
子
（em

b
ry
o

）
呼
ば
れ
る
。
以
後
、
出
生

ま
で
は
胎
児
（fetu

s
）
と
呼
ば
れ
る
。

ι

第
一
七
週
こ
ろ
か
ら
は
妊
婦
は
胎
動
（q

u
ick

en
in
g

）
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
。

κ

あ
る
時
期
ま
で
は
こ
の
新
生
命
体
は
子
宮
内
で
し
か
生
存
で
き
な
い

が
、
あ
る
時
期
を
過
ぎ
る
と
子
宮
外
で
生
存
で
き
る
（v

ia
b
ility

）。
医
療
技
術

の
進
歩
に
伴
っ
て
こ
の
時
期
は
早
ま
る
。
現
代
に
お
い
て
は
在
胎
期
間
が
短
い

未
熟
児
の
成
育
も
か
な
り
の
程
度
ま
で
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

２

出
生
ま
で
の
ヒ
ト
生
命
個
体
の
身
分
・
地
位
を
巡
る
問
題

ａ

出
生
迄
の
ヒ
ト
生
命
個
体
は
古
来
、
哲
学
的
人
間
論
や
倫
理
学
で
論
議
の

対
象
と
な
っ
て
き
た
。
事
情
は
現
在
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。

問
題
は
大
ま
か
に
二
つ
に
分
か
れ
る３

）

。

α

一
つ
は
、
そ
も
そ
も
「
こ
れ
は
何
か
」
と
い
う
出
生
前
の
ヒ
ト
生
命
個

体
の
存
在
論
的
身
分
（o

n
to
lo
g
ica
l sta

tu
s

）
を
問
う
哲
学
的
人
間
論
の
問
で

あ
る
。
思
索
の
問
題
（sp

ecu
la
tiv
e q
u
estio

n

）
で
あ
る
。
思
弁
理
性
が
関
わ

り
、
真
か
偽
か
、
が
問
わ
れ
る
思
弁
哲
学
の
事
柄
で
あ
る
。

β

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
と
不
可
分
・
密
接
に
関
係
し
て
い
る
が
こ
れ
と
は

区
別
さ
れ
る
別
の
問
題
で
、
こ
の
生
命
体
を
ど
う
取
り
扱
う
の
が
倫
理
上
正
し

い
か
を
問
う
実
践
の
事
柄
（p

ra
ctica

l issu
e

）、
す
な
わ
ち
倫
理
の
問
題
で
あ

る
。（
法
律
の
問
題
は
本
稿
で
は
捨
象
す
る
。）実
践
理
性
の
関
わ
る
実
践
哲
学
・

道
徳
哲
学
の
問
題
で
あ
る
。「
殺
す
勿
れ
」と
い
う
の
は
、
人
間
の
生
命
の
尊
重

を
求
め
、
そ
れ
を
殺
傷
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
、
万
人
の
良
心
を
支
配
す
る
自
然

法
の
重
要
な
要
求
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
自
然
法
規
範
の
要
求
を
尊
重
し
て
良

心
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
出
生
前
の
ヒ
ト
生
命
個
体
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
・
行
為
が
相
応
し
く
、
何
が
要
求
さ
れ
、
何

が
許
さ
れ
、
何
が
道
徳
的
逸
脱
と
し
て
退
け
ら
れ
る
か
、
は
問
題
に
な
り
う
る
。

も
し
人
が
道
徳
的
に
正
し
く
行
為
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
生
命
体
を
ど
う
取

り
扱
う
べ
き
か
、
と
い
う
出
生
前
の
生
命
個
体
の
道
徳
的
身
分
（m

o
ra
l sta

-

tu
s

）
を
問
う
倫
理
学
の
問
い
で
あ
る
。

実
際
、
胎
内
の
ヒ
ト
生
命
個
体
と
関
わ
る
こ
と
は
人
の
実
践
生
活
に
お
い
て

稀
で
な
い
。
普
通
、
自
分
た
ち
が
社
会
生
活
の
中
で
知
っ
て
お
り
互
い
に
一
人

の
人
間
と
し
て
認
め
合
っ
て
い
る
生
命
個
体
と
は
容
姿
も
状
態
も
違
い
、
一
方

的
・
恣
意
的
な
物
財
的
処
理
が
容
易
な
対
象
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
が
自
分

た
ち
と
同
じ
人
種
に
属
す
る
生
命
体
で
あ
り
、
誕
生
す
れ
ば
普
通
は
人
間
と
し

て
の
扱
い
を
受
け
る
存
在
、
そ
し
て
人
間
で
あ
る
両
親
の
作
り
出
し
た
生
命
個

体
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
普
通
の
物
財
と
は
違
っ
た
も
の
、
少

な
く
と
も
人
間
に
近
い
存
在
と
し
て
特
別
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
多
く
の
文
化
圏
で
は
、
こ
れ
は
倫
理
上
普
通
の

物
体
や
動
植
物
と
は
違
っ
た
扱
い
を
求
め
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
、
こ
れ
を

ど
う
扱
う
べ
き
か
と
い
う
「
道
徳
的
身
分
」
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ヒト初期胚の道徳的身分を巡って
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長
い
間
「
堕
胎
・
中
絶
（a

b
o
rtio

）」
が
代
表
的
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま

の
事
情
や
理
由
か
ら
、胎
内
の
生
命
個
体
の
消
滅
を
願
う
者
は
古
来
多
か
っ
た
。

医
師
も
こ
の
問
題
と
関
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
頻
繁
に
起
こ
っ
た
。
す
で
に

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
名
を
冠
し
て
医
学
界
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
（Ju

ra
m
en
tu
m
 
H
ip
p
o
cra

tis

）」
の
中
に
「
婦
人

に
堕
胎
用
器
具
を
与
え
ま
せ
ん
（m

u
lieri m

ed
ica
m
en
,
a
b
o
rtu
s fa

cien
d
i

 
ca
u
sa
,
tra
d
itu
ru
m
 
n
u
lli

）」
と
の
下
り
が
あ
る４

）

。
堕
胎
・
中
絶
を
倫
理
・
道

徳
的
に
ど
う
評
価
す
る
か
は
胎
内
生
命
体
の
存
在
論
的
身
分
の
問
題
を
前
提
す

る
か
ら
、
歴
史
を
見
れ
ば
堕
胎
・
中
絶
を
殆
ど
問
題
に
し
な
い
文
化
圏
も
あ
っ

た
が
、
胎
内
の
生
命
は
わ
れ
わ
れ
が
自
由
に
処
理
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
も

の
と
い
う
意
識
が
多
か
れ
少
な
か
れ
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
た５

）

。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
、
な
か
ん
ず
く
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た６

）

。
こ
の

事
情
は
現
在
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
る７

）

。
堕
胎
・
中
絶
を
巡
る
事
情
は
近
年

さ
ら
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想
の
問
題
や
、
胎
児
診
断
技
術
の
発
達
に
伴
っ
て

出
て
き
た
、
し
ば
し
ば
、
優
生
思
想
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
選
択
的
中

絶
や
、
不
妊
治
療
の
生
み
出
し
た
問
題
解
決
の
た
め
の
多
胎
減
数
中
絶
、
あ
る

い
は
再
生
医
学
の
進
歩
が
可
能
に
し
た
中
絶
胎
児
の
細
胞
・
組
織
・
臓
器
の
移

植
医
療
に
お
け
る
活
用
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
椎
損
傷
治
療
、
幹
細
胞
培
養
）

な
ど
の
諸
議
論
と
も
か
ら
ま
り
、世
界
的
に
も
ま
す
ま
す
複
雑
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
着
床
前
胚
（p

reim
p
la
n
ta
tio
n em

b
ry
o

）
の
関
係
す
る
問
題
が

特
に
近
年
、
発
生
学
の
急
速
な
進
歩
や
生
殖
補
助
医
療
領
域
で
の
技
術
的
介
入

の
可
能
性
の
飛
躍
的
拡
大
に
よ
り
、
急
激
に
増
加
し
て
き
た
。
体
外
受
精
・
胚

移
植
が
多
く
試
み
ら
れ
、
次
々
と
体
外
受
精
児
も
誕
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

精
子
・
卵
子
・
胚
の
授
受
も
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
体
外
受
精
の
結

果
多
く
の
余
剰
胚
も
生
ま
れ
た
。
生
殖
細
胞
や
胚
の
冷
凍
保
存
の
技
術
も
進
歩

し
、
複
雑
な
親
子
関
係
の
問
題
を
生
み
出
し
た
。
受
精
卵
の
着
床
前
遺
伝
子
診

断
（p

reim
p
la
n
ta
tio
n g
en
etic d

ia
g
n
o
sis

﹇P
G
D

﹈）
技
術
は
、
あ
る
い
は

特
定
遺
伝
病
予
防
の
、
あ
る
い
は
男
女
産
み
分
け
の
、
あ
る
い
は
特
定
遺
伝
形

質
の
子
を
得
る
た
め
の
、
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
、
初
期
胚
段
階
で
の
生
命
選

別
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、一
九
九
七
年
二
月
の
ク
ロ
ー

ン
羊
誕
生
公
表
以
来
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
人
へ
の
応
用
の
是
非
が
議
論
さ
れ
始

め
、九
八
年
末
に
は
ヒ
ト
初
期
胚
か
ら
の
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
の
樹
立
が
成
功
し
、

研
究
や
樹
立
・
使
用
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

人
間
の
受
精
卵
（
ヒ
ト
胚
）
や
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
の
作
成
が
、
生
殖
補
助
医
療

研
究
や
難
病
・
再
生
医
療
の
研
究
の
た
め
必
要
、
と
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
何
れ
に
お
い
て
も
初
期
胚
は
人
為
的
作
成
や
破
壊
な
ど

の
自
由
な
処
理
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
研
究
や
治
療
に
お
け
る
利
用
の
直
接
的

対
象
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
売
買
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
多
い
。

ｂ

出
生
前
生
命
に
つ
い
て
の
二
つ
の
問
題
の
中
、
第
一
す
な
わ
ち
「
存
在
論

的
身
分
」
論
は
そ
れ
だ
け
が
独
立
し
た
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
殆
ど
の
場
合
、
第
二
の
「
道
徳
的
身
分
」
の
問
題
の
前
提
と
し
て
、
す
な

わ
ち
、
こ
の
生
命
の
取
り
扱
い
方
の
倫
理
的
適
切
性
を
論
ず
る
際
の
基
礎
と
し

て
考
究
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
出
生
前
の
ヒ
ト
生
命
体

を
巡
る
倫
理
問
題
は
わ
が
国
も
含
め
世
界
的
に
広
く
真
剣
な
議
論
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
前
提
と
な
る
胚
・
胎
児
の
「
存
在
論
的
身
分
」
を
問
う
哲
学
的

社 会 と 倫 理
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人
間
論
の
問
題
に
も
議
論
は
及
ん
で
い
る８

）

。
哲
学
的
人
間
論
の
問
題
と
倫
理
学

の
問
題
は
区
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
密
接
に
絡
ま
り
合
っ
て
い
る
た
め
、

一
般
的
に
議
論
は
両
領
域
に
ま
た
が
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
胚
・

胎
児
の
道
徳
的
身
分
（m

o
ra
l sta

tu
s

）
の
表
題
の
下
に
ま
と
め
て
一
緒
に
し

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い９

）

。
本
稿
も
こ
の
様
式
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

ｃ

問
題
の
現
状
は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

α

接
合
子
と
し
て
存
在
を
始
め
た
出
生
前
生
命
個
体
が
生
物
学
的
に
ヒ
ト

種
に
属
す
る
生
命
体
で
あ
る
こ
と
、
現
代
生
物
学
的
表
現
で
は
ヒ
ト
固
有
の
四

六
本
の
染
色
体
（ch

ro
m
o
so
m
e

）
を
も
っ
た
生
物
個
体
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
誰
も
異
存
は
な
い
。
古
代
か
ら
そ
う
だ
っ
た
。
ヒ
ト
生
命
個
体
と
い
う
認
識

で
あ
る
。

β

こ
の
生
命
体
が
わ
れ
わ
れ
の
ど
の
よ
う
な
対
応
を
求
め
る
も
の
か
、
に

つ
い
て
の
議
論
は
、
大
体
に
お
い
て
、
そ
れ
が
「
一
人
の
『
人
間
』」、「
一
個
の

『
人
間
』
生
命
体
」
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、

こ
の
生
命
体
が
単
な
る
「
生
物
学
的
に
ヒ
ト
種
に
属
す
る
生
命
体
」
を
超
え
る
、

存
在
論
的
に
「
よ
り
高
等
身
分
」
の
生
命
個
体
で
あ
る
こ
と
を
言
い
表
す
の
に
、

勿
論
、「
人
」
あ
る
い
は
「
人
間
」
と
し
て
す
ま
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、「
ペ
ル

ソ
ナ
（p

erso
n
a

﹇
ラ
﹈）」、「
パ
ー
ソ
ン
（p

erso
n

﹇
英
﹈）」、「
ペ
ル
ゾ
ー
ン

（P
erso

n

﹇
独
﹈）」
と
い
う
概
念
を
用
い
な
が
ら
、
こ
の
生
命
体
が
人
間
人
格

（h
u
m
a
n p
erso

n

﹇
英
﹈,p

erso
n
a h
u
m
a
n
a

﹇
ラ
﹈,m

en
sch

lich
e P

erso
n

﹇
独
﹈）で
あ
る
か
ど
う
か
、を
基
準
に
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
非
常
に
多
い10

）

。

あ
る
有
機
体
が
「
生
物
学
的
に
ヒ
ト
種
に
属
す
る
個
体
」
で
あ
る
だ
け
で
は
駄

目
で
、「
人
間
人
格
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
パ
ー
ソ
ン
）」
で
な
け
れ
ば
尊
厳
あ
る
「
一

人
の
人
間
」
と
は
見
做
さ
れ
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
そ
の
生

命
体
が
「
存
在
論
的
に
人
間
人
格
で
あ
る
」
ゆ
え
に
そ
の
恣
意
的
取
り
扱
い
は

倫
理
的
逸
脱
と
な
る
、
と
考
え
る
点
で
は
論
者
た
ち
の
間
に
同
意
が
あ
る
。
そ

れ
が
人
間
人
格
で
あ
る
か
ど
う
か
、
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に

お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

当
然
、
基
準
と
な
る
「
人
間
人
格
」
と
は
何
か
が
本
質
的
に
重
要
な
問
題
と

な
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
肝
心
の
こ
の
点
で
の
一
致
が
な
い
、
と
い
う
全
く
奇
妙

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
大
体
に
お
い
て
理
性
、
意
志
、
思
考
、
自
覚
、
意
識
、

自
意
識
、
自
己
決
定
能
力
、
道
徳
的
責
任
能
力
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
「
重
要
」

で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
で
は
共
通
で
あ
る
の
で
、
偶
然
に
も
辛
う
じ
て

大
き
な
混
乱
が
避
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
厳
密
な
議
論
は
期

待
で
き
な
い
に
し
て
も
何
と
か
相
互
の
言
い
分
の
理
解
は
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

γ

初
期
胚
（E

a
rly E

m
b
ry
o

）
の
存
在
論
的
・
道
徳
的
身
分
に
つ
い
て
の

倫
理
学
者
た
ち
の
見
解
は
、
整
理
す
れ
ば
、
結
局
次
の
三
つ
の
立
場
の
ど
れ
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
初
期
胚
は
、
不
可
侵
の
尊
厳
を
も
っ
た
人
間

人
格
で
あ
り
、
自
然
法
は
万
人
に
こ
れ
の
尊
重
を
厳
し
く
要
求
し
て
い
る
、
と

考
え
る
立
場
で
あ
る
（
人
間
人
格
説
﹇P

erso
n
a
lism

u
s

﹈）。
第
二
は
、
初
期
胚

は
、
ま
だ
尊
厳
を
も
っ
た
人
間
人
格
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
特

別
な
存
在
で
、
取
り
扱
い
に
際
し
て
は
慎
重
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
、
と
考
え

る
立
場
で
あ
る
（
前
人
間
人
格
説
﹇P

ra
ep
erso

n
a
lism

u
s

﹈）。
第
三
は
、
初
期

胚
は
、
単
な
る
有
機
物
質
に
過
ぎ
ず
、
何
れ
人
間
人
格
に
な
る
に
し
て
も
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
取
り
扱
い
に
あ
た
っ
て
現
在
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
な
ど
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の
こ
と
は
全
く
な
い
普
通
の
物
体
で
あ
る
、
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
（
非
人
間

人
格
説
﹇N

o
n
p
erso

n
a
lism

u
s

﹈）。

３

本
稿
の
構
成

ａ

本
稿
は
ヒ
ト
初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
そ
し
て
道
徳
的
身
分
の
問
題
の
さ

さ
や
か
な
考
察
で
あ
る
。
こ
の
問
題
と
取
り
組
ん
だ
十
五
年
ほ
ど
前
の
小
論
が

あ
る
が11

）

、そ
の
後
不
満
を
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
改
め
て
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
旧
稿
の
中
で
そ
の
ま
ま
保

持
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
は
可
能
な
限
り
避
け
る
。
最
近
は
胎
内

生
命
の
中
、
本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
着
床
前
あ
る
い
は
そ
の
直
後
段
階
の

生
命
体
が
特
に
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
先
に
も
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

本
稿
の
取
っ
て
い
る
基
本
的
な
立
場
は
旧
稿
と
同
じ
く
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ

ス
（T

h
o
m
a
s A

q
u
in
a
s,

＋1274

）
の
哲
学
で
あ
る
。
但
し
、
重
視
す
る
の
は

ト
マ
ス
の
形
而
上
学
的
思
索
で
あ
る
。
史
的
ト
マ
ス
の
発
言
も
ト
マ
ス
自
身
を

し
て
そ
の
根
本
思
想
の
見
地
か
ら
の
厳
し
い
吟
味
を
行
わ
せ
、
そ
の
哲
学
体
系

の
中
に
有
機
的
に
位
置
付
け
、
純
化
せ
し
め
た
も
の
を
本
来
的
な
ト
マ
ス
の
見

解
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

ｂ

以
上
（
一
）
を
踏
ま
え
、
以
下
、
本
稿
を
次
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
。

先
ず
、「
人
間
人
格
説
」
を
見
る
（
二
）。
初
期
胚
を
人
間
人
格
と
考
え
る
ト

マ
ス
の
見
解
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
を
取
る
。
存
在
論
的
身
分
と
道
徳
的

身
分
に
つ
い
て
の
ト
マ
ス
の
考
え
方
を
詳
し
く
見
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
こ

の
ト
マ
ス
哲
学
・
倫
理
学
の
考
え
の
よ
り
深
い
理
解
を
求
め
て
、
初
期
胚
の
存

在
論
的
・
道
徳
的
身
分
に
関
し
て
ト
マ
ス
と
違
う
見
方
を
取
る
二
説
す
な
わ
ち

「
前
人
格
説
」
と
「
非
人
格
説
」
を
検
討
す
る
（
三
）。
最
後
に
、
全
体
を
簡
潔

に
回
顧
し
な
が
ら
日
本
の
現
状
に
触
れ
る
短
い
「
む
す
び
」（
四
）
を
置
く
。

二

人
間
人
格
説

こ
こ
で
見
る
の
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
着
床
前
胚
す
な
わ
ち

初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
論
（
一
、
二
、
三
）
と
道
徳
的
身
分
論
（
四
）
で
あ

る
。一

生
命
個
体
と
し
て
の
初
期
胚
（E

a
rly E

m
b
ry
o

）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
の
哲
学
は
感
覚
を
通
し
て
接
近
で
き
る
客
観
的

存
在
の
世
界
の
考
察
を
重
ん
ず
る
。

先
ず
、
生
命
現
象
界
に
お
け
る
初
期
胚
の
形
成
・
成
長
過
程
の
基
本
的
特
徴

を
確
認
し
て
お
こ
う
。
観
察
者
の
目
に
客
観
的
な
も
の
と
し
て
映
じ
る
も
の
と

し
て
次
の
基
本
的
事
実
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

１

初
期
胚
の
成
立
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ａ

受
精
の
始
ま
り
か
ら
完
了
ま
で
の
過
程

ヒ
ト
精
子
と
ヒ
ト
卵
子
は
何
れ
も
二
三
個
の
染
色
体
を
も
つ
半
数
体
（h

a
-

p
lo
id

）
の
生
殖
細
胞
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
相
応
し
い
環
境
に
お
い
て
接
触
・

核
融
合
に
成
功
し
た
場
合
受
精
に
な
る
。

精
子
が
卵
子
の
透
明
体
を
貫
通
し
二
次
卵
母
細
胞
と
接
触
す
る
の
が
受
精
の

始
ま
り
で
あ
る
。
卵
子
の
透
明
体
及
び
細
胞
膜
に
変
化
が
起
こ
り
、
別
の
精
子

が
卵
子
内
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
以
後
、
こ
の
一
対
の
精
子
と
卵
子
の
核

の
融
合
、
染
色
体
の
混
合
が
始
ま
り
、
進
展
し
、
完
全
融
合
に
到
っ
て
終
了
す

る
。
受
精
開
始
後
の
卵
は
、
こ
の
よ
う
に
、
特
定
精
子
と
の
一
致
を
目
指
す
生

物
学
的
一
体
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

ｂ

受
精
直
後

受
精
完
了
の
と
き
、
二
倍
体
性
細
胞
で
あ
る
接
合
子
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
受
精
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
初
期
胚
は
単
細
胞
の
ヒ
ト
接

合
子
で
あ
る
。

接
合
子
は
成
立
す
る
と
直
ち
に
卵
割
（clea

v
a
g
e

）
を
始
め
複
雑
化
し
成
長

し
な
が
ら
、
子
宮
腔
に
向
か
っ
て
移
動
し
始
め
る
。

２

着
床
前
胚
の
特
質

ａ

単
一
的
個
体

接
合
子
は
受
精
の
過
程
を
経
て
（
あ
る
い
は
こ
れ
と
等
し
い
効
果
を
も
つ
、

遺
伝
子
的
素
材
﹇g

en
etic m

a
teria

l

﹈
を
卵
子
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）

成
立
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
自
体
と
し
て
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
一
つ
の
全
体
で

あ
り
、
ヒ
ト
種
の
完
結
し
た
自
立
的
有
機
的
存
在
で
あ
る
。
ま
た
、
受
精
卵
の

場
合
、
父
親
か
ら
来
た
遺
伝
形
質
と
母
親
か
ら
来
た
遺
伝
形
質
を
受
け
継
い
で

い
る
が
、
固
有
独
自
の
遺
伝
情
報
（D

N
A

）
を
も
ち
、
父
親
・
母
親
は
勿
論
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
個
体
と
は
別
の
（d

istin
ctu

m

）
新
し
い
存
在
（n

o
v
u
m
 
q
u
id

）

で
あ
り
、
ヒ
ト
種
に
属
す
る
唯
一
無
二
の
有
機
的
個
体
で
あ
る
。

ｂ

自
主
的
存
在

単
細
胞
と
し
て
出
発
し
た
こ
の
胚
は
自
己
分
割
・
分
化
（cell d

ifferen
tia
-

tio
n

）し
て
い
く
が
、
自
己
を
こ
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い
く
の
は
自
身
の
ち
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
傍
ら
、
一
定
方
向
へ
の
移
動
を
行
っ
て
い
く
。
卵
管
・

子
宮
と
の
間
に
す
で
に
生
理
上
の
一
定
の
影
響
関
係
が
生
ま
れ
て
お
り
、
外
か

ら
の
刺
激
は
若
干
受
け
る
が
、
移
動
も
方
向
付
け
も
自
分
の
ち
か
ら
に
よ
る
。

ｃ

発
育

こ
こ
に
見
ら
れ
る
分
化
・
分
割
は
成
長
・
発
育
と
言
え
よ
う
。
よ
り
低
度
の

生
命
よ
り
、
よ
り
高
度
の
生
命
へ
の
ま
た
、
よ
り
単
純
な
も
の
か
ら
よ
り
複
雑

な
も
の
へ
の
変
化
で
あ
る
。
単
細
胞
と
し
て
出
発
し
た
接
合
子
は
よ
り
高
度
で

複
雑
な
多
細
胞
生
命
体
に
成
っ
て
い
く
。
相
互
に
緊
密
に
関
わ
り
あ
っ
た
諸
組

織
・
諸
臓
器
よ
り
成
る
一
つ
の
複
雑
な
全
体
で
あ
る
独
立
の
一
生
命
体
で
あ
る
。

ｄ

一
貫
的
・
継
続
的
発
育
の
結
果
と
し
て
の
人
間
個
体

合
体
前
、
卵
子
は
約
二
四
時
間
、
精
子
は
約
七
二
時
間
受
授
精
能
力
を
も
つ

が
、
核
融
合
に
到
ら
な
い
場
合
間
も
な
く
死
滅
す
る
。
し
か
し
接
合
子
は
上
に

見
た
よ
う
な
特
性
を
も
つ
一
個
の
自
立
し
た
生
命
体
と
し
て
存
在
し
続
け
る
ち

か
ら
を
も
っ
て
い
る
。
質
的
変
化
が
こ
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
、
新
し
い
生
命
体

の
発
生
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
接
合
子
成
立
時
以
後
の
発
育
に
お
い
て
は
、
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最
早
、
質
的
変
化
や
飛
躍
的
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
生
物
学
的
に
境
界
線
の
引

け
な
い
連
続
態
の
成
長
で
あ
り
、各
段
階
は
前
段
階
を
前
提
し
た
も
の
で
あ
り
、

全
過
程
は
一
貫
し
た
発
育
で
あ
る
。

こ
の
成
長
は
こ
の
生
命
の
誕
生
後
も
継
続
す
る
が
最
終
的
に
、
完
全
自
立
し

人
間
と
し
て
の
諸
活
動
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
完
成
し
た
人
間
個
体
を
も
た
ら

す
。
こ
の
一
貫
し
た
発
育
過
程
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
確
実

な
約
束
の
形
で
保
証
さ
れ
て
い
る
成
人
人
間
個
体
で
あ
る
。

ｅ

人
間
人
格
的
活
動
が
発
育
全
過
程
の
最
終
目
的

こ
の
最
終
段
階
で
あ
る
人
間
個
体
に
は
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
精
神
的
活
動

が
あ
る
。
他
の
種
の
諸
生
物
に
は
見
ら
れ
な
い
活
動
で
あ
る
。
こ
の
個
体
は
誰

の
目
に
も
明
ら
か
な
人
間
人
格
で
あ
る
。
結
局
、
初
め
か
ら
の
発
育
の
全
過
程

は
精
神
的
活
動
も
で
き
る
高
級
な
生
命
個
体
形
成
を
目
指
し
て
の
成
長
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
精
完
了
と
共
に
成
立
し
た
接
合
子
は
、

胚
子
と
呼
ば
れ
、
成
長
し
、
や
が
て
子
宮
に
着
床
し
、
後
に
は
胎
児
と
呼
ば
れ

る
も
の
へ
と
発
達
し
て
い
く
が
、
人
間
人
格
の
形
成
と
活
動
が
初
期
胚
が
初
め

か
ら
一
貫
し
て
目
指
し
て
い
る
発
育
で
あ
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
。

３

個
体
死
に
お
け
る
有
機
体
の
消
滅

受
精
完
了
と
共
に
成
立
し
、
以
後
一
貫
し
て
自
己
同
一
性
を
保
ち
続
け
て
い

く
ヒ
ト
個
的
有
機
体
は
永
久
に
生
存
し
え
ず
、い
つ
か
は
そ
の
終
了
を
迎
え
る
。

こ
れ
が
個
体
死
（p

erso
n
a
l d
ea
th
,
in
d
iv
id
u
a
ler T

o
d

）
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
生
物
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
個
体
崩
壊
は
起
こ
る
。
そ

れ
は
個
体
が
決
定
不
可
逆
的
に
そ
の
一
性
・
全
体
性
を
失
う
こ
と
、
有
機
体
的

個
体
が
生
物
学
的
生
命
を
完
全
喪
失
し
崩
壊
す
る
こ
と
で
あ
る
。
受
精
に
よ
っ

て
成
立
し
た
接
合
子
は
そ
の
個
的
存
在
を
死
に
よ
っ
て
完
全
に
失
う12

）

。

二

生
物
個
体
の
質
料
形
相
説
的
構
造

ヒ
ト
初
期
胚
「
固
有
」
の
議
論
に
入
る
前
に
、
先
ず
、
人
間
を
も
含
む
動
物

一
般
の
初
期
胚
論
に
お
け
る
ト
マ
ス
の
考
え
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

１

物
体
の
質
料
形
相
説
的
構
造

ト
マ
ス
は
物
質
的
第
一
実
体
（su

b
sta
n
tia p

rim
a m

a
teria

lis

）
を
質
料

形
相
説
（h

y
lem

o
rp
h
ism

u
s

）
的
構
造
を
も
っ
た
も
の
と
解
す
る13

）

。
実
体
的
形

相
（fo

rm
a
 
su
b
sta
n
tia
lis

）
と
第
一
質
料
（m

a
teria

 
p
rim

a

）
と
い
う
実

体
次
元
の
内
的
相
互
補
完
的
二
原
理
の
一
体
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
人
間
を
含
め
た
生
物
界
の
個
々
の
存
在
も
こ
の
考
え
方
で
説

明
さ
れ
る14

）

。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
提
唱
し
た
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（A

ris-

to
teles,

＋322 B
.
C
.

）
で
あ
っ
た
が
、
ト
マ
ス
は
さ
ま
ざ
ま
の
改
良
を
加
え

な
が
ら
も
基
本
的
に
は
こ
の
見
方
を
引
き
継
い
で
い
る15

）

。

２

自
立
的
生
命
個
体
と
生
魂
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ａ

実
体
的
形
相
と
し
て
の
生
魂

わ
れ
わ
れ
は
上
に
ヒ
ト
初
期
胚
の
成
立
発
育
過
程
を
概
観
し
た
（
二
一
）
が
、

そ
こ
で
特
に
鮮
明
に
現
れ
て
い
た
の
は
、
接
合
子
が
以
後
の
分
化
・
発
育
の
全

過
程
に
お
い
て
一
体
性
・
全
体
性
・
自
己
同
一
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
ま
た
胎
内
に
お
け
る
こ
の
生
命
体
の
成
長
・
発
育
が
自
己
の
中
に
あ
る
ち

か
ら
に
よ
っ
て
一
定
の
方
向
へ
と
進
展
し
て
い
き
、
最
終
的
に
親
と
同
一
生
物

種
で
あ
る
ヒ
ト
の
完
成
体
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
間
人
格
だ

け
に
特
有
な
精
神
活
動
や
そ
の
際
用
い
ら
れ
る
器
官
で
あ
る
脳
の
一
部
の
点
で

の
違
い
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
大
体
に
お
い
て
他
の
哺
乳
類
動
物
に
お

い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
に
見
い
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
験
界
の
現
象
を
普
遍
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
個

体
に
は
、
そ
れ
を
一
つ
の
完
結
的
自
立
的
全
体
的
存
在
と
し
て
形
成
し
、
そ
れ

の
必
然
的
な
一
定
方
向
へ
の
分
化
・
発
育
過
程
を
通
し
て
そ
の
生
物
種
特
有
の

形
態
を
も
っ
た
完
成
体
を
成
立
さ
せ
、
最
後
に
は
そ
の
生
物
種
特
有
の
活
動
を

行
わ
せ
る
ま
で
に
及
ぶ
影
響
力
を
も
つ
形
成
・
自
己
同
一
性
・
活
動
の
内
的
原

因
と
し
て
の
あ
る
統
一
的
存
在
原
理
が
内
在
し
て
い
る
と
推
定
し
、
こ
れ
は
生

物
個
体
に
お
け
る
実
体
的
形
相
（fo

rm
a su

b
sta
n
tia
lis

）
で
あ
る
と
し
て
、

生
魂
（p

sy
ch
e

）
と
呼
ん
だ
の
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た16

）

。

そ
れ
は
実
体
的
形
相
と
し
て
、
そ
の
個
体
に
、
存
在
性
、
実
体
性
、
生
物
性

な
ど
の
本
質
的
諸
次
元
を
与
え
最
後
に
は
そ
の
個
体
の
生
物
種
を
決
定
す
る
。

生
物
種
の
数
だ
け
異
な
っ
た
種
類
の
生
魂
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
生
魂
は
大
ま

か
に
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。そ
の
個
体
が
種
的
に
植
物
界
に
属
す
る
か
、

動
物
界
に
属
す
る
か
そ
れ
と
も
ヒ
ト
か
を
決
定
す
る
点
に
注
目
し
て
、
植
物
の

生
魂
は
栄
養
魂
、
動
物
の
そ
れ
は
感
覚
魂
、
ヒ
ト
の
そ
れ
は
精
神
魂
と
し
て
生

魂
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ

各
有
機
個
体
に
生
魂
は
唯
一

ト
マ
ス
は
各
第
一
実
体
（su

b
sta
n
tia
 
p
rim

a

）
に
お
い
て
実
体
的
形
相
は

唯
一
で
あ
る
と
考
え
る17

）

の
で
、
各
有
機
個
体
も
唯
一
の
生
魂
を
も
つ
、
と
す
る
。

こ
れ
が
こ
の
個
体
に
あ
ら
ゆ
る
実
体
的
完
全
性
を
与
え
る
、
と
考
え
る
。
栄
養

魂
機
能
は
全
生
物
に
見
ら
れ
、
動
物
・
感
覚
的
活
動
は
人
間
に
於
い
て
も
見
ら

れ
る
が
、
動
物
が
栄
養
魂
と
感
覚
魂
を
も
つ
と
か
人
間
が
栄
養
魂
・
感
覚
魂
と

精
神
魂
を
も
つ
と
い
う
考
え
を
否
定
し
た
。
動
物
の
生
魂
は
感
覚
魂
で
あ
り
、

そ
れ
が
栄
養
魂
の
働
き
も
兼
ね
る
。
個
人
に
お
い
て
も
実
体
的
形
相
す
な
わ
ち

生
魂
は
精
神
魂
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
が
栄
養
魂
や
感
覚
魂
の
働
き
も
行
う
。
上

位
の
生
魂
は
下
位
の
生
魂
の
機
能
を
も
果
た
す
の
で
あ
る18

）

。

ｃ

生
魂
の
機
能

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
の
哲
学
で
は
生
魂
の
重
要
な
働
き
と
し
て
次
の

諸
機
能
を
挙
げ
る
。

α

生
物
性
・
特
定
生
物
種
性
の
形
相
因

生
魂
は
そ
の
個
体
に
存
在
性
、
実
体
性
、
生
物
性
、
特
定
生
物
種
性
な
ど
の

本
質
的
規
定
を
与
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
の
実
体
的
形

相
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
生
魂
固
有
の
機
能
と
し
て
、
こ
の
個
体

を
生
物
た
ら
し
め
る
こ
と
、
し
か
も
種
的
に
特
定
の
生
物
個
体
た
ら
し
め
る
こ

と
、
そ
し
て
種
的
特
有
の
活
動
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

β

有
機
体
の
「
同
一
性
」
の
形
相
因

こ
の
よ
う
に
成
立
し
た
受
精
卵
は
以
後
実
体
的
形
相
と
し
て
の
「
同
一
の
」
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生
魂
ゆ
え
に
自
己
同
一
性
を
保
ち
続
け
、
以
後
の
成
長
過
程
に
お
い
て
も
、
実

体
変
化
に
よ
っ
て
他
の
も
の
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
生
物
種
的

（sp
ecifice

）
に
も
数
的
（n

u
m
erice

）
に
も
「
同
一
の
」
存
在
者
で
あ
る
。

個
体
死
に
お
い
て
崩
壊
す
る
ま
で「
こ
の
生
物
種
の
」「
こ
の
特
定
個
的
生
命
体
」

と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
実
体
的
形
相
が
変
わ
れ
ば
「
他
の
」
存
在
に
な
る
。

実
体
変
化
で
あ
る
個
体
死
に
お
い
て
種
的
に
も
数
的
に
も
こ
れ
が
起
こ
る
。

γ

有
機
体
の
発
育
の
内
在
的
目
的
因

接
合
子
の
以
後
の
発
育
に
は
目
的
因
が
支
配
し
て
い
る19

）

。
形
成
さ
れ
た
接
合

子
は
形
成
と
と
も
に
内
在
を
始
め
た
生
魂
に
よ
っ
て
目
的
的
に
規
定
さ
れ
る
。

生
魂
は
内
在
的
目
的
因
と
し
て
も
働
く
。

こ
れ
の
一
つ
の
現
れ
が
当
面
の
問
題
に
お
け
る
接
合
子
の
発
育
・
分
化
の
定

形
性
・
様
式
一
定
性
・
方
向
一
貫
性
で
あ
る
。
内
的
・
必
然
的
に
一
定
の
様
式

を
取
り
、一
定
の
順
序
で
一
貫
し
た
方
向
に
向
け
て
複
雑
化
し
成
長
し
て
い
き
、

最
後
に
成
体
と
な
る
。
接
合
子
は
生
魂
に
よ
っ
て
「
一
定
方
向
」
へ
と
成
長
し

て
い
く
。
分
化
・
成
長
・
発
育
は
こ
の
生
魂
に
よ
っ
て
内
的
に
決
定
さ
れ
て
い

る
種
的
完
成
個
体
を
形
成
す
る
方
向
へ
と
「
同
じ
様
式
・
同
じ
順
序
で
」
進
展

し
て
い
く
。
過
誤
は
と
き
ど
き
起
こ
り
う
る
も
の
の20

）

、
あ
る
接
合
子
の
発
育
は
、

相
応
し
い
環
境
に
置
か
れ
る
限
り
す
な
わ
ち
外
的
・
内
的
環
境
が
こ
の
成
長
・

発
育
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
一
種
の
必
然
性
を
も
っ
て
、「
常
に
、
あ
る

い
は
殆
ど
常
に
」、
こ
の
生
物
種
に
属
す
る
完
成
個
体
を
出
現
さ
せ
る21

）

。
し
か
も

接
合
子
を
形
成
し
た
性
細
胞
の
個
的
特
性
も
引
き
継
が
れ
る
の
で
親
に
似
た
子

が
生
ま
れ
る
。
成
長
は
連
続
的
で
あ
ら
ゆ
る
段
階
が
そ
の
前
段
階
を
前
提
し
て

お
り
断
絶
も
な
く
ま
た
本
質
変
化
を
伴
っ
た
飛
躍
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
こ
の
接

合
子
が
形
成
さ
れ
た
と
き
か
ら
現
存
し
て
い
る
同
一
の
生
魂
が
生
み
出
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

δ

遺
伝
子
と
生
魂

哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
ト
マ
ス
が
「
生
魂
」
な
る
概
念
を
も
っ
て
説
明

し
て
い
る
こ
れ
ら
の
生
命
現
象
を
、
現
代
生
物
学
は
「
生
魂
」
の
代
わ
り
に
「
遺

伝
子
」
の
概
念
を
用
い
て
説
明
す
る
。

そ
も
そ
も
「
生
魂
論
」
は
新
生
命
個
体
の
発
生
か
ら
成
長
に
到
る
生
物
学
現

象
の
全
過
程
を
存
在
次
元
に
ま
で
掘
り
下
げ
た
考
察
に
よ
っ
て
根
本
的
な
因
果

関
係
の
中
に
位
置
付
け
総
合
理
解
を
行
お
う
と
す
る
哲
学
の
仮
説
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
「
遺
伝
子
論
」
は
同
じ
現
象
を
物
理
・
化
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す

る
科
学
的
説
明
の
仮
説
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
相
互
補
完
的
に
、
新
生
命
体
の

成
立
・
存
在
構
造
や
成
長
・
発
育
の
総
合
的
理
解
の
形
成
に
協
力
し
う
る
も
の

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う22

）

。

三

ヒ
ト
初
期
胚
に
お
け
る
精
神
魂

１

存
在
の
全
過
程
に
お
け
る
唯
一
の
実
体
的
形
相
と
し
て
の
精
神
魂23

）

ａ

自
立
有
機
体
と
生
魂

上
に
見
た
通
り
、
ト
マ
ス
の
自
然
哲
学
に
よ
れ
ば
接
合
子
成
立
と「
同
時
に
」

実
体
的
形
相
で
あ
る
生
魂
の
現
存
が
始
ま
り
、
現
存
は
死
に
お
け
る
個
体
の
崩

壊
ま
で
続
く
。
こ
れ
は
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
動
物
に
お
い
て
等
し
く
見
ら
れ
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る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
人
間
の
場
合
、
実
体
的
形
相
は
精
神
魂
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
起
源
も

終
末
も
特
殊
と
な
る
。

ｂ

人
間
以
外
の
生
物
の
生
魂

生
魂
は
作
用
因
（ca

u
sa
 
efficien

s

）
に
よ
っ
て
第
一
質
料
（m

a
teria

 
p
rim

a

）の
可
能
性
の
中
か
ら
引
き
出
さ
れ
、
実
体
的
形
相
と
し
て
第
一
質
料
と

一
体
化
し
て
そ
の
生
物
種
の
自
立
的
有
機
個
体
で
あ
る
接
合
子
を
形
成
す
る
。

個
体
の
崩
壊
で
あ
る
死
に
お
い
て
、
こ
の
生
魂
は
個
体
と
共
に
滅
亡
、
第
一

質
料
の
可
能
性
の
中
に
還
帰
す
る
。

ｃ

人
間
の
精
神
魂

人
間
の
場
合
、
生
魂
は
精
神
魂
で
あ
る
か
ら
事
情
は
特
別
に
な
る
。

起
源
に
関
し
て
は
、
精
神
魂
は
精
神
的
存
在
（sp
iritu

s

）
で
あ
る
か
ら
物
質

か
ら
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
神
に
よ
っ
て
無

か
ら
創
造
さ
れ
（C

f.
S
u
m
m
a T

h
eologiae I

,
q
.
90,

a
.
3

）、
身
体
の
中
に

実
体
的
形
相
と
し
て
注
入
さ
れ
る
（ibid

.,
a
.
4

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
精

神
魂
を
生
魂
と
す
る
一
個
の
自
立
的
生
命
体
と
し
て
の
ヒ
ト
接
合
子
が
形
成
さ

れ
る24

）

。
個
体
死
に
お
い
て
こ
の
生
命
個
体
は
崩
壊
す
る
が
、
精
神
魂
は
精
神
で
あ
る

以
上
死
滅
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
こ
の
生
命
個
体
か
ら
分
離
し25

）

、
分
離
精
神

魂
（a

n
im
a sep

a
ra
ta

）
と
し
て
存
続
す
る
。
原
因
順
序
か
ら
言
え
ば
、
ま
さ

に
こ
の
分
離
が
個
体
死
を
引
き
起
こ
す
（C

f.
D
e A

n
im
a
,
a
.
14

）。

２

接
合
子
成
立
と
精
神
魂
現
存
開
始

ａ

受
精
説26

）

α

接
合
子
が
新
生
児
と
し
て
生
ま
れ
る
ま
で
の
過
程
の
ど
こ
で
精
神
魂
の

現
存
開
始
か
。
実
体
的
形
相
と
し
て
の
精
神
魂
は
個
的
有
機
体
を
人
間
人
格
た

ら
し
め
る
が
、
こ
の
現
存
は
い
つ
か
ら
か
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
主
義
哲
学
的
人
間
論
は
受
精
完
了
時
と
考
え
る
。

接
合
子
に
は
初
め
か
ら
実
体
的
形
相
と
し
て
精
神
魂
が
現
存
し
て
い
る
、
と
見

る27
）

。
そ
れ
ゆ
え
新
有
機
個
体
は
す
で
に
現
勢
態
に
お
け
る
人
間
人
格（p

erso
n
a

 
h
u
m
a
n
a in a

ctu

）
で
あ
る
。
す
で
に
人
間
で
あ
る
。
人
間
と
し
て
の
発
育
は

あ
る
の
で
、
可
能
態
（in p

o
ten

tia

）
に
お
け
る
幼
児
、
成
人
、
老
人
な
ど
と

は
言
え
る
。

受
精
完
了
時
か
ら
の
精
神
魂
の
現
存
は
次
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
結
論
さ
れ

る
。上

に
見
た
通
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
の
自
然
哲
学
に
よ
れ
ば
接
合

子
成
立
と
同
時
に
実
体
的
形
相
で
あ
る
生
魂
の
現
存
が
始
ま
り
、
生
物
種
的
に

確
定
し
て
い
る
同
一
生
魂
が
死
に
お
け
る
個
体
の
崩
壊
ま
で
現
存
を
続
け
る
。

こ
の
生
魂
は
種
的
完
成
個
体
形
成
へ
と
胚
の
成
長
・
分
化
を
推
し
進
め
る
だ
け

で
な
く
、形
成
さ
れ
た
個
体
の
本
性
的
活
動
に
お
い
て
も
主
体
の
中
心
と
な
る
。

こ
れ
は
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
動
物
に
お
い
て
等
し
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。し

か
る
に
人
間
の
場
合
、
こ
の
生
魂
は
精
神
魂
で
あ
る
。
人
間
は
有
機
的
個

体
と
し
て
の
面
を
も
ち
な
が
ら
、
本
質
的
に
物
質
に
内
的
に
依
存
し
な
い
超
物

質
的
精
神
的
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
、
活
動
主

体
と
し
て
の
人
間
は
、
実
体
的
に
精
神
的
側
面
を
も
も
ち
、
生
魂
は
本
質
的
に
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超
物
資
的
な
精
神
で
あ
る
と
し
て
の
み
合
理
的
に
説
明
さ
れ
る
。

精
神
的
活
動
は
少
な
く
と
も
成
体
に
お
い
て
は
一
般
的
に
見
ら
れ
、
人
間
の

生
物
種
的
特
徴
を
こ
の
活
動
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
の
が
普
通
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
お
い
て
精
神
魂
の
現
存
が
疑
わ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

各
有
機
体
に
お
け
る
同
一
生
魂
の
一
貫
し
た
現
存
を
認
め
る
人
間
論
は
精
神
魂

の
接
合
子
に
お
け
る
現
存
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い28

）

。

β

精
神
魂
は
現
世
に
お
い
て
は
実
体
的
形
相
と
し
て
第
一
質
料
と
合
体
し

精
神
的
有
機
個
体
で
あ
る
人
間
個
人
を
形
成
す
べ
き
生
魂
（p

sy
ch
e

）
で
あ
る

の
で
、
人
間
の
行
う
精
神
的
活
動
に
お
い
て
も
身
体
器
官
で
あ
る
脳
や
神
経
組

織
・
感
覚
器
官
な
ど
に
外
的
に
依
存
は
す
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
主

義
人
間
論
哲
学
的
に
は
、人
の
認
識
の
対
象
と
な
り
う
る
理
性
的
活
動
現
象
や
、

こ
れ
ら
用
い
ら
れ
る
身
体
器
官
な
ど
の
現
存
は
精
神
魂
の
現
存
を
前
提
し
、

従
っ
て
推
定
さ
せ
る
が
、
逆
は
必
ず
し
も
真
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
精
神
魂
は
現
存
す
る
が
さ
ま
ざ
ま
の
事
情
か
ら
理
性
的
活
動
が

見
ら
れ
な
い
と
か
、
身
体
諸
器
官
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
、
な
ど
の
こ
と

は
起
こ
り
う
る
。

詳
し
く
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う29

）

。

精
神
魂
は
実
体
的
形
相
と
し
て
、
人
間
本
性
を
中
核
と
す
る
精
神
的
有
機
個

体
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、
実
体
的
形
相
と
し
て
こ
の
精
神
的
有
機
個
体
を
成

育
を
経
て
本
来
的
状
態
に
達
す
る
よ
う
に
方
向
付
け
る
。
目
的
を
与
え
成
長
を

そ
こ
へ
と
導
く
。
そ
れ
は
種
的
に
特
有
の
発
展
で
あ
る
。
最
終
的
に
実
現
を
目

指
す
の
は
本
性
的
精
神
活
動
で
あ
る
（C

f.
D
e A

n
im
a
,a
.10 a

d 2;
S
u
m
m
a

 
T
h
eologiae I

,
q
.
76,

a
.
4 a

d 1

）。

こ
れ
は
二
段
階
を
経
て
行
わ
れ
る
。
①

先
ず
、
種
的
・
個
的
存
在
と
し
て

完
成
す
る
。
第
一
現
勢
態
（in a

ctu p
rim

o

）
に
在
る
よ
う
に
導
く
。
次
の
第

二
現
勢
態
の
前
提
と
な
る
も
の
で
、
生
物
種
的
・
個
的
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
に

固
有
な
活
動
の
基
礎
と
な
る
諸
能
力
・
諸
器
官
を
形
成
す
る
。
理
性
と
意
志
が

用
い
る
脳
・
神
経
組
織
・
感
覚
器
官
お
よ
び
そ
の
他
の
身
体
諸
器
官
の
形
成
で

あ
る
。
②

次
に
、
こ
れ
を
活
動
さ
せ
る
。
第
二
現
勢
態（in a

ctu secu
n
d
o

）

に
在
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
精
神
的
有
機
体
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。

精
神
魂
の
成
長
段
階
支
配
は
存
在
形
成
終
了
ま
で
継
続
す
る
。
人
間
本
性
が

先
ず
確
立
し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
固
有
の
能
力
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
用
い
る
器

官
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
順
序
に
な
る
。
器
官
形
成
は
最
後
に
来
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
青
写
真
に
基
づ
き
受
精
後
約
二
週
間
後
に
胚
の
各
部
分
が
将
来
ど
の
よ
う
な

臓
器
・
組
織
に
な
る
か
が
決
定
す
る
（
一
１
ε
参
照
）。
こ
の
決
定
に
基
ず
く
成

育
は
や
が
て
外
部
か
ら
認
識
可
能
な
形
態
を
生
み
出
し
、
時
間
と
共
に
成
長
が

続
い
て
最
終
的
に
全
身
体
の
器
官
が
完
成
す
る
の
は
出
生
後
し
ば
ら
く
経
過
し

て
か
ら
に
な
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
精
神
魂
は
同
時
に
栄
養
魂
や
感
覚
魂
の
機
能
も
行
う
、

と
ト
マ
ス
は
考
え
る
。
同
一
生
魂
の
三
つ
の
異
な
っ
た
段
階
の
機
能
は
初
め
か

ら
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
現
存
し
て
い
る
。
栄
養
魂
段
階
の
活
動
は
そ
れ
ゆ
え

精
神
魂
段
階
の
現
存
を
前
提
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
現
存
は
同
一
の
強
度
に

お
い
て
と
取
る
必
要
は
な
い
。
中
心
に
注
目
す
る
限
り
初
め
は
、
栄
養
魂
段
階

の
働
き
が
主
で
や
が
て
感
覚
魂
段
階
の
活
動
が
加
わ
り
、
最
後
に
精
神
魂
段
階

の
活
動
が
こ
れ
に
加
わ
る
、
と
い
う
形
を
取
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
ト
マ
ス
の
「
潜
勢
態
（v

irtu
a
lita

s

）」
概
念
に
注
意
を
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向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。「
可
能
態
（p

o
ten

tia
lita

s

）」
で
は
な
く
、「
現
勢
態

（a
ctu

a
lita

s

）」
の
最
低
水
準
で
あ
る30

）

。
精
神
魂
機
能
は
最
初
の
中
は
単
な
る

潜
勢
態
（in v

irtu

）
に
お
け
る
現
存
に
甘
ん
じ
て
お
り
、
現
勢
態
（in a

ctu

）

に
お
い
て
は
専
ら
栄
養
魂
段
階
が
「
中
心
的
」
で
あ
る
。
だ
が
、
精
神
魂
段
階

は
潜
勢
態
に
あ
り
な
が
ら
目
的
因
的
に
有
機
体
の
成
長
を
完
成
体
を
目
指
し
一

定
方
向
に
導
く
機
能
は
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
精
神
魂
段
階
に
お
け
る
実

体
的
形
相
は
先
ず
精
神
的
能
力
を
生
み
、
精
神
的
活
動
に
必
要
な
諸
器
官
の
形

成
を
実
現
し
、
次
に
こ
れ
ら
を
用
い
て
の
活
動
を
行
う
が
、
最
後
の
活
動
段
階

に
お
い
て
は
勿
論
中
心
的
に
現
勢
態
に
あ
る
。
成
人
に
お
い
て
も
「
潜
勢
態
」

に
あ
る
状
態
は
場
合
に
よ
っ
て
は
起
こ
り
う
る
。

但
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
は
精
神
魂
を

身
体
器
官
と
排
他
的
に
結
び
付
け
て
し
ま
う
誤
り
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ト
マ
ス
的
に
は
人
間
に
お
い
て
精
神
は
純
粋
自
立
精
神
で

は
な
く
身
体
の
実
体
的
形
相
で
あ
り
、
従
っ
て
本
来
的
に
は
身
体
器
官
・
組
織

に
外
的
に
で
は
あ
る
が
依
存
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
精
神
で
あ
る
以
上
、
身
体
に
全
く
依
存
し
な
い
活
動
は
不
可
能
で
は
な
い
。

感
覚
器
官
・
神
経
組
織
・
脳
な
ど
の
形
成
や
こ
れ
を
用
い
て
の
活
動
が
ま
だ
行

わ
れ
て
い
な
い
段
階
で
個
体
死
が
起
り
、
こ
の
世
を
去
る
胚
の
精
神
魂
は
成
人

の
個
体
死
の
場
合
と
同
じ
く
分
離
精
神
魂
（a

n
im
a sep

a
ra
ta

）
と
し
て
存
続

し
、
純
霊
被
造
物
の
よ
う
に
（p

er m
o
d
u
m
 
su
b
sta
n
tia
ru
m
 
sep

a
ra
ta
ru
m
,

S
u
m
m
a con

tra G
en
tiles II

,
c.
81

）
神
の
直
観
的
認
識
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

γ

こ
う
し
て
、
ト
マ
ス
的
思
考
は
、
受
精
卵
の
形
成
完
了
の
瞬
間
に
人
間

個
体
が
成
立
す
る
と
い
う
命
題
へ
と
導
か
れ
る
。

受
精
卵
の
形
成
完
了
時
に
は
既
に
実
体
的
形
相
と
し
て
の
精
神
魂
が
現
存
し

て
い
る
。
最
初
期
に
お
い
て
は
生
物
種
的
に
特
定
の
す
な
わ
ち
人
間
（h

o
m
o

 
sa
p
ien
s

）
有
機
個
体
を
形
成
し
発
育
さ
せ
る
栄
養
魂
段
階
が
中
心
的
で
あ
る
。

し
か
し
感
覚
魂
段
階
の
機
能
発
現
へ
の
内
的
方
向
性
は
す
で
に
動
き
始
め
て
い

る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
精
神
魂
段
階
機
能
の
発
現
へ
の
動
き
も
生
ま
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
方
向
付
け
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
成
長
が
進
ん
で
い
く
。

全
体
を
目
的
的
一
体
性
が
支
配
し
て
お
り
、
最
終
的
な
人
間
成
体
形
成
を
目

指
し
て
全
過
程
が
出
発
す
る
の
が
受
精
卵
形
成
完
了
の
瞬
間
で
あ
る
。
ト
マ
ス

の
哲
学
的
思
考
法
で
は
こ
の
支
配
が
実
体
的
形
相
で
あ
る
精
神
魂
の
現
存
を
示

す
の
で
あ
る
。
精
神
魂
は
有
機
体
全
体
を
一
体
化
し
個
体
化
し
、
内
的
に
安
定

性
を
与
え
、
全
体
を
一
定
の
方
向
へ
と
進
展
さ
せ
る
。
最
初
の
中
は
、
こ
の
個

的
単
一
性
は
充
分
確
立
し
て
お
ら
ず
不
安
要
素
も
あ
る
が
、
単
一
で
あ
る
こ
と

は
す
で
に
方
向
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

δ

こ
の
立
場
に
対
し
当
然
予
想
さ
れ
る
疑
問
に
答
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
着
床
前
胚
は
生
物
学
的
に
個
体
性
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
は
厳
密
な
個
的
存
在
で
あ
る
人
間
人
格
と
は
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
後
に
見
る
（
三
一
２
参
照
）
着
床
説
（
原
始

線
条
説
・
原
腸
形
成
説
）
は
こ
の
事
実
を
自
説
の
有
力
な
根
拠
と
し
て
い
る
。

精
神
魂
が
実
体
的
形
相
と
し
て
現
存
し
、
そ
の
胚
が
人
間
人
格
で
あ
る
た
め

に
は
、
そ
れ
が
種
的
個
体
性
（g

en
etic in

d
iv
id
u
a
lity

）
に
お
い
て
だ
け
で
な

く
発
生
的
個
体
性
（d

ev
elo
p
m
en
ta
l in

d
iv
id
u
a
lity

）
に
お
い
て
も
生
物
的

に
個
体
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
の
に
、
初
期
胚
は
少
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な
く
と
も
着
床
完
了
ま
で
の
間
は
生
物
学
的
に
発
生
的
個
体
性
に
お
け
る
個
と

し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
る
現
象
の
第
一
は
接
合
子
お

よ
び
そ
れ
が
分
裂
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
四
・
八
・
十
六
細
胞
期
胚
に
お
い

て
は
各
細
胞
は
全
能
性
（to

tip
o
ten

cy

）
を
も
ち
、
ど
れ
も
切
り
離
し
て
相
応

し
い
環
境
に
置
け
ば
、
そ
の
生
物
種
の
完
全
な
新
個
体
に
成
長
し
う
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
着
床
完
了
ま
で
の
間
は
一
卵
性
双
生
児
（id

en
tica

l tw
in
s,
m
o
n
-

o
zy
g
o
tic tw

in
s

）の
現
象
が
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
接
合

子
と
し
て
形
成
さ
れ
成
長
を
続
け
て
い
た
初
期
胚
が
中
途
か
ら
二
つ
に
分
か
れ

結
局
二
つ
の
独
立
し
た
着
床
前
胚
と
な
り
着
床
し
て
成
育
し
た
結
果
二
つ
の
胎

児
と
な
る
現
象
で
あ
る
。

第
三
は
同
じ
く
着
床
完
了
ま
で
は
、
独
立
し
て
成
長
し
て
い
た
二
つ
の
受
精

卵
が
成
長
の
途
中
で
合
体
し
以
後
一
つ
の
胚
と
し
て
成
長
し
一
人
の
新
生
児
と

し
て
誕
生
す
る
、
と
い
う
再
結
合
（reco

m
b
in
a
tio
n

）
と
い
う
現
象
も
と
き
ど

き
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る31

）

。

こ
れ
に
対
し
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
よ
う
。

生
命
現
象
に
お
け
る
形
相
因
や
目
的
因
の
支
配
は
弾
力
的
で
あ
り
、
妨
害
す

る
事
情
の
な
い
好
ま
し
い
環
境
に
置
か
れ
る
限
り
、
一
般
的
に
し
か
も
必
然
的

に
貫
徹
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
種
々
の
事
情
で
例
外
的
現
象
は
起
こ
り
う

る
が
、
こ
れ
は
法
則
の
否
定
に
は
な
ら
な
い
。

初
期
細
胞
の
も
つ
「
全
能
性
」
も
、
実
体
的
形
相
で
あ
る
精
神
魂
の
弾
力
的

規
定
力
が
先
ず
こ
れ
を
生
じ
さ
せ
、
こ
れ
を
制
御
し
な
が
ら
緊
張
を
孕
ん
だ
複

雑
多
様
な
諸
部
分
よ
り
な
る
一
体
的
な
有
機
体
的
全
体
を
形
成
し
て
い
く
と
い

う
一
般
に
生
起
し
て
い
く
本
来
的
過
程
の
初
期
に
、
特
別
の
外
的
事
情
が
加
わ

れ
ば
特
別
の
結
果
を
引
き
起
こ
し
う
る
性
質
と
解
さ
れ
る
。
普
通
の
発
育
に
お

い
て
は
全
能
性
は
特
別
な
異
常
現
象
を
生
ま
な
い
の
に
、
わ
れ
わ
れ
が
人
工
的

に
あ
る
細
胞
を
全
体
か
ら
引
き
離
し
て
独
立
さ
せ
、
好
ま
し
い
環
境
に
置
け
ば

自
立
・
独
立
し
た
胚
と
し
て
成
長
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
わ
れ

わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
最
近
の
医
学
は
人
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
は
そ
の
個
人
全
体

を
形
成
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
細
胞
（
個
）
は
そ
れ
が
構
成
し
て
い
る
個
人
（
全
体
）

と
相
似
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
生
魂
は
身
体
全
体
と
同
時
に
個
々
の

細
胞
を
も
支
配
し
て
い
る
。
弾
力
的
支
配
の
一
例
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
見
た
よ
う
に
（
一
１
δ
参
照
）
子
宮
へ
の
着
床
過
程
が
始
ま
る

こ
ろ
、
胚
盤
胞（b

la
sto
cy
st

）は
内
細
胞
塊
と
外
細
胞
塊
に
二
分
化
し
て
い
き
、

徐
々
に
前
者
は
胚
子
形
成
を
、
後
者
は
胎
盤
形
成
を
目
指
す
方
向
へ
と
発
育
の

方
向
も
分
か
れ
て
く
る
。
完
成
し
た
自
立
存
在
と
し
て
の
人
間
個
体
に
な
る
の

は
胚
子
の
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
こ
ろ
完
全
な
人
間
人
格
的
有
機
個
体
が

形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
接
合
子
の
二
分
化
の
あ
げ
く
そ
の
一
方

だ
け
が
胎
児
に
な
る
の
は
、
接
合
子
が
本
来
の
個
体
の
実
体
部
分
と
そ
れ
を
修

飾
補
助
す
る
諸
部
分
を
含
む
全
体
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
接
合
子
成
立

の
時
点
で
は
ま
だ
そ
れ
が
ど
の
部
分
か
は
未
決
定
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
、

個
体
の
「
実
体
部
分
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
髪
の
毛
な
ど
は

実
体
を
装
飾
す
る
依
立
存
在
で
あ
り
、
胎
盤
は
生
命
体
が
胎
内
で
の
生
存
の
間

用
い
る
外
的
器
官
と
取
る
こ
と
が
で
き
る32

）

。

102

社 会 と 倫 理



ま
た
、
あ
る
初
期
胚
が
一
卵
性
双
生
児
に
な
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

る
が
、
何
れ
に
せ
よ
一
卵
性
双
生
児
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
現
象
で
あ
る
。
初

め
か
ら
必
然
的
に
双
生
児
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
胚
は
僅
少
で
あ
り
、

し
か
も
特
別
な
事
情
が
見
ら
れ
る
。

同
じ
く
稀
な
現
象
で
あ
る
再
結
合
は
、
二
つ
の
受
精
卵
の
中
の
一
つ
が
あ
る

事
情
で
死
滅
し
、
そ
の
素
材
が
も
う
一
つ
の
胚
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
説
明
さ

れ
よ
う
。

ｂ

受
精
説
に
よ
る
受
精
卵
形
成
以
前

α

受
精
卵
成
立
ま
で
の
生
殖
過
程
は
発
生
学
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の

と
い
う
。
通
常
の
妊
娠
の
場
合
、
未
受
精
卵
と
精
子
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
生
殖
能

力
を
も
っ
た
ヒ
ト
性
細
胞
（g

a
m
ete

、
配
偶
子
）
の
接
触
が
好
ま
し
い
環
境
の

中
で
行
わ
れ
、
精
子
が
卵
子
中
へ
の
完
全
進
入
に
成
功
す
る
と
、
卵
子
側
の
反

応
が
起
こ
る
。
透
明
帯
と
細
胞
膜
が
変
化
し
、
別
の
精
子
が
卵
子
内
に
入
る
の

を
妨
げ
、
卵
子
は
成
熟
し
、
雌
性
前
核
（fem

a
le p

ro
n
u
cleu

s

）
が
で
き
る
。

他
方
、
精
子
も
変
化
し
雄
性
前
核
（m
a
le p

ro
n
u
cleu

s

）
が
で
き
る
。
雄
性
前

核
と
雌
性
前
核
は
卵
母
細
胞
細
胞
形
質
の
中
央
部
で
出
会
っ
て
合
体
融
合
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
核
膜
を
失
い
、
互
い
の
染
色
体
が
混
じ
り
合
う
。
そ
の
結
果
四
十

六
個
の
染
色
体
を
も
つ
接
合
子
が
形
成
さ
れ
る
。
精
子
の
完
全
進
入
以
後
約
二

十
四
時
間
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
過
程
は
両
親
か
ら
出
た
生
殖
細
胞
の
活
動
期

で
あ
る
。

β

ト
マ
ス
主
義
人
間
論
的
に
は
こ
の
過
程
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
よ

う
。精

子
の
卵
子
内
へ
の
完
全
進
入
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
受
精
中
の
卵
子
が
一

「
特
殊
有
機
体
」
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は

「
前
接
合
子
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
一
ヒ
ト
有
機
物
体
で
あ
る
。
接
合
子
と
違
い

完
全
な
有
機
的
自
立
的
個
体
で
は
な
く
、
そ
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
過
渡
的
存
在

で
あ
る
。
一
有
機
物
体
で
あ
る
以
上
、
生
魂
は
現
存
し
て
い
る
が
、
接
合
子
に

お
け
る
よ
う
に
以
後
の
存
在
・
成
長
の
全
期
間
こ
の
個
体
を
実
体
的
形
相
と
し

て
支
配
す
る
種
的
決
定
力
を
備
え
た
厳
密
な
意
味
で
の
生
魂
で
は
な
い
。
栄
養

魂
的
性
格
の
暫
定
的
臨
時
的
生
命
原
理
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
だ
生
命
体
の
完

全
な
個
体
化
・
一
体
化
は
実
現
し
て
い
な
い
。
こ
の
不
安
定
状
態
を
過
渡
的
有

機
体
的
存
在
（tra

n
sien

t en
tity

）
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う33

）

。

に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
成
長
過
程
は
「
一
定
方
向
を
目
指
し
て
」
は
い
る
。
ヒ

ト
有
機
的
自
立
的
個
体
形
成
で
あ
る
。
そ
れ
に
限
り
な
く
近
づ
こ
う
と
す
る
。

こ
の
発
達
の
最
後
の
瞬
間
に
、
こ
れ
を
素
材
原
因
と
し
て
精
神
的
有
機
個
体
す

な
わ
ち
人
間
人
格
が
形
成
さ
れ
る
。
形
相
因
と
な
る
の
は
精
神
魂
で
あ
る
。
当

然
、
精
神
魂
は
、
こ
れ
を
実
体
的
形
相
と
し
て
受
け
入
れ
、
こ
れ
と
一
体
化
し

て
一
人
間
人
格
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
高
度
の
成
長
段
階
の
有
機

体
に
し
か
入
り
え
な
い
。
そ
こ
に
は
比
例
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
高
度
の
成
長
段
階
の
有
機
体
が
ま
さ
に
こ
の
発
育
が
目
指
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
方
向
付
け
は
前
述
の
暫
定
的
臨
時
的
生
命
原
理
に
よ
る
。
こ

れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
明
確
で
安
定
し
た
実
体
的
形
相
で
は
な
い
が
、
栄
養
魂

的
性
格
の
原
理
で
あ
る
。
他
の
哺
乳
類
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
し
て
有
機
体

が
整
え
ら
れ
た
と
き
作
用
因
に
よ
っ
て
感
覚
魂
が
実
体
的
形
相
と
し
て
引
き
出

さ
れ
生
物
種
の
特
性
を
も
っ
た
一
個
体
が
形
成
さ
れ
る
。
当
面
わ
れ
わ
れ
の
関

わ
っ
て
い
る
の
は
ヒ
ト
生
命
体
の
形
成
で
あ
る
が
、
神
の
創
造
に
由
る
精
神
魂
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が
注
入
さ
れ
身
体
の
実
体
的
形
相
と
な
る
。

γ

人
間
個
人
の
起
源
は
神
と
両
親
と
い
う
の
が
ト
マ
ス
の
理
解
で
あ
る
。

精
神
魂
は
神
が
直
接
創
造
す
る
。
こ
れ
が
実
体
的
形
相
と
し
て
注
入
さ
れ
る

か
ら
だ
は
質
料
的
意
味
し
か
も
た
な
い
の
で
、
精
神
魂
の
創
造
の
と
き
が
個
人

の
創
造
の
と
き
で
あ
り
、
個
人
の
存
在
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
し
か
し
か
ら
だ

は
こ
こ
で
は
第
一
質
料
で
は
な
く
、
す
で
に
あ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え

に
か
ら
だ
の
創
造
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

精
神
魂
が
注
入
さ
れ
る
有
機
体
は
一
般
の
ヒ
ト
個
体
発
生
に
お
い
て
は
精
子

と
卵
子
の
提
供
者
で
あ
る
男
女
ヒ
ト
個
体
が
形
成
す
る
。
両
親
は
性
交
に
よ
っ

て
精
子
と
卵
子
の
出
会
い
と
合
体
に
道
を
備
え
る
。
精
子
と
卵
子
は
発
生
母
体

を
離
れ
る
と
独
立
し
た
存
在
と
し
て
自
己
の
ち
か
ら
に
よ
っ
て
活
動
し
固
有
の

運
動
を
す
る
が
、
そ
の
ち
か
ら
は
父
親
・
母
親
の
ち
か
ら
の
延
長
と
解
さ
れ
る
。

両
親
の
関
与
は
受
精
卵
形
成
直
前
を
も
っ
て
終
わ
る
。
精
子
が
卵
内
完
全
進
入

し
た
と
き
か
ら
受
精
完
全
終
了
直
前
ま
で
の
期
間
が
両
親
の
関
与
の
期
間
で
あ

る
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
最
終
段
階
に
お
け
る
前
胚
は
、
結
局
両
親
の
形
成

し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
両
親
に
よ
る
有
機
体
形
成
は
神
を
第
一
原
因
と
す
る
ヒ
ト
有
機
個
体

の
形
成
活
動
で
あ
る
。
有
機
体
形
成
は
究
極
的
に
は
神
に
よ
る
創
造
と
い
う
こ

と
に
な
る
。身
体
を
形
成
す
る
物
資
的
生
物
学
的
存
在
諸
要
素
は
究
極
的
に
は
、

創
造
者
で
あ
り
生
物
進
化
過
程
を
一
定
方
向
に
導
い
て
い
る
神
に
由
来
す
る
の

で
、
個
々
人
は
全
面
に
お
い
て
結
局
、
神
の
被
造
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

自
然
的
あ
る
い
は
人
為
的
に
ヒ
ト
精
子
と
ヒ
ト
卵
子
の
完
全
な
核
融
合
が
起

こ
り
、
ヒ
ト
接
合
子
形
成
が
完
了
す
る
瞬
間
に
、
神
は
こ
の
ヒ
ト
有
機
物
体
を

か
け
が
え
の
な
い
ヒ
ト
個
体
と
し
て
こ
れ
に
「
汝
」
と
呼
び
掛
け
る
。
こ
れ
が

精
神
魂
の
創
造
と
注
入
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
ヒ
ト
有
機
体
は
人
間
人

格
と
な
る
。
こ
れ
が
神
に
よ
る
個
人
の
創
造
で
あ
る
。
精
神
魂
は
両
親
が
形
成

し
た
ヒ
ト
有
機
個
体
を
自
己
と
補
完
関
係
に
あ
る
原
理
的
素
材
と
し
て
内
か
ら

規
定
し
つ
つ
そ
の
完
全
支
配
下
に
治
め
、
自
ら
栄
養
魂
・
感
覚
魂
の
機
能
も
果

た
し
な
が
ら
、
こ
の
個
体
を
最
終
的
に
成
立
さ
せ
成
長
さ
せ
か
つ
活
動
さ
せ
る

の
で
あ
る
。

四

初
期
胚
の
道
徳
的
身
分

１

人
間
人
格

ａ

あ
ら
ゆ
る
ヒ
ト
接
合
子
は
初
め
か
ら
出
生
に
到
る
ま
で
の
全
成
育
期
間
一

貫
し
て
、
存
在
論
的
に
「
人
間
す
な
わ
ち
精
神
的
有
機
体
で
あ
る
人
格
（
パ
ー

ソ
ン
）」
で
あ
る
、
と
す
る
の
が
ト
マ
ス
の
「
胚
の
存
在
論
的
身
分
論
」
で
あ
っ

た
。
着
床
前
胚
は
、
最
初
か
ら
、
成
長
過
程
に
あ
る
と
こ
ろ
の
「
個
的
人
間
」

す
な
わ
ち
「
人
間
人
格
」
で
あ
り
、
成
長
過
程
を
終
わ
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
と

そ
の
点
で
は
変
わ
り
な
い
存
在
、
と
考
え
る
。

接
合
子
と
し
て
の
存
在
開
始
の
と
き
か
ら
、
精
神
的
有
機
体
で
あ
り
人
間
人

格
で
あ
る
、
と
い
う
こ
の
存
在
論
的
身
分
は
、
こ
の
生
命
体
の
個
体
死
に
よ
る

崩
壊
ま
で
一
貫
し
て
同
一
的
な
も
の
と
し
て
保
持
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
こ
の
生
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命
体
が
精
神
的
有
機
体
と
し
て
た
ど
る
成
長
・
衰
退
過
程
上
の
段
階
と
も
、
ま

た
こ
の
個
体
が
場
合
に
よ
っ
て
は
蒙
り
う
る
傷
病
・
障
害
な
ど
の
侵
害
と
も
関

係
が
な
い34

）

。

ｂ

こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま
胚
の
道
徳
的
身
分
を
基
礎
付
け
る
。

そ
も
そ
も
精
神
的
有
機
体
と
し
て
の
人
間
人
格
に
は
内
在
的
に
尊
厳
が
宿
り

自
然
法
的
基
本
的
人
権
が
伴
っ
て
い
る
。
尊
厳
と
人
権
は
生
命
が
成
長
発
展
の

ど
の
段
階
に
あ
る
か
と
は
全
く
関
係
な
い
。
取
り
扱
い
も
当
然
そ
れ
に
相
応
し

い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
、「
道
徳
的
身
分
」と
し
て
も
人
間
人
格
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
間
人
格
と
は
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス

（M
.
S
.
B
o
eth

iu
s,

＋524

）
に
よ
れ
ば
「
理
性
的
本
性
を
も
つ
個
別
的
実
体

（P
erso

n
a
 
est ra

tio
n
a
lis n

a
tu
ra
e in

d
iv
id
u
a
 
su
b
sta
n
tia

）」
で
あ
る35

）

が
、
ト
マ
ス
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
。
本
性
的
に
理
性
的
存
在
で
あ
る
こ
と
、

第
一
実
体
で
あ
る
こ
と
、他
と
存
在
的
に
区
別
さ
れ
た
個
的
存
在
で
あ
る
こ
と
、

全
体
的
で
、
他
か
ら
自
立
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
人
間
パ
ー
ソ
ン
の
特

色
と
さ
れ
る36

）

。
接
合
子
と
そ
れ
の
成
長
し
た
胎
内
生
命
体
に
は
す
で
に
生
ま
れ

て
い
る
者
と
等
し
い
人
格
の
尊
厳
と
天
与
の
基
本
権
が
あ
る
。

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
尊
厳
お
よ
び
自
然
法
的
基
本
的
権
利
は
、
精
神
魂
に
基

づ
く
。
ト
マ
ス
は
精
神
魂
は
神
の
創
造
に
よ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
尊
厳
と

基
本
的
権
利
は
「
究
極
的
に
は
」
神
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

直
接
的
に
は
、
精
神
性
に
基
礎
を
置
き
、
全
て
の
ヒ
ト
自
立
有
機
体
に
、
不
可

侵
の
も
の
と
し
て
不
可
譲
的
に
ま
た
客
観
的
・
先
天
的
に
内
在
し
て
い
る
も
の
、

と
解
さ
れ
る
。

ｃ

こ
の
よ
う
に
人
間
人
格
と
し
て
の
不
可
侵
の
尊
厳
と
自
然
法
的
基
本
的
権

利
が
胎
内
の
自
立
的
生
命
個
体
に
も
内
在
し
て
い
る
以
上
、
自
然
法
が
万
人
に

そ
の
相
応
し
い
尊
重
を
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

ト
マ
ス
主
義
倫
理
学
は
国
家
社
会
が
胎
内
生
命
の
尊
厳
と
自
然
法
的
基
本
的

権
利
を
相
応
し
く
尊
重
す
る
よ
う
に
と
求
め
る
。
天
与
の
不
可
侵
・
不
可
譲
の

尊
厳
と
基
本
的
権
利
の
相
応
し
い
尊
重
を
保
証
し
実
効
的
な
も
の
と
し
て
い
く

責
任
を
負
う
と
す
る
。胎
内
生
命
は
一
般
的
に
完
全
弱
者
で
あ
り
、社
会
や
人
々

の
利
害
に
基
づ
く
恣
意
的
行
為
の
犠
牲
者
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の
権

利
の
保
護
は
国
家
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
特
別
課
題
と
な
る
。

本
稿
が
取
り
組
ん
で
い
る
初
期
胚
に
つ
い
て
も
改
め
て
繰
り
返
す
ま
で
も
な

く
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
。
特
に
近
年
、
初
期
胚
が
医
学
的
・
薬
学

的
・
経
済
的
見
地
か
ら
利
用
価
値
が
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
、関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。
初
期
胚
の
尊
厳
と
基
本
的
権
利
が
侵
害
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
危
険
性

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
人
は
誰
も
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
が
自
然
法
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
肝
に
命
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

初
期
胚
と
倫
理
規
範

初
期
胚
は
倫
理
学
的
に
は
罪
の
な
い
存
在
と
さ
れ
る
生
命
体
で
あ
る
が
、
現

代
医
学
の
領
域
で
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
諸
問
題
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
特

に
次
の
諸
点
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ａ

直
接
的
殺
害
の
禁
止

α

こ
の
生
命
個
体
の
死
自
体
を
直
接
的
に
意
図
し
目
指
す
あ
ら
ゆ
る
行
為

（d
irectly in

ten
d
ed d

estru
ctio

n

）
は
、
重
大
深
刻
に
人
の
道
を
逸
脱
し
た
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反
道
徳
的
行
為
と
し
て
普
遍
的
無
条
件
的
に
禁
じ
ら
れ
る
。

β

こ
の
生
命
体
が
母
体
外
で
生
存
・
発
育
し
て
い
く
こ
と
が
ま
だ
不
可
能

な
発
育
段
階
に
あ
る
と
き
、
こ
れ
を
母
体
か
ら
引
き
離
し
母
体
外
に
出
し
、
妊

娠
を
意
図
的
に
中
断
終
了
さ
せ
よ
う
と
す
る
行
為
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
意
図

的
な
中
絶
は
、
こ
の
生
命
個
体
の
死
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
意
図
す
る
殺
害
行

為
と
倫
理
的
に
は
等
し
く
、
普
遍
的
無
条
件
的
に
禁
じ
ら
れ
る
。

ｂ

正
常
発
育
の
妨
害
の
厳
禁

接
合
子
は
精
神
魂
の
支
配
す
る
通
り
の
成
長
過
程
を
辿
り
、
出
生
に
ま
で
到

る
自
然
法
的
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
阻
止
あ
る
い
は
妨
害
す
る
こ
と
は

こ
の
権
利
を
深
刻
に
損
ね
る
も
の
と
し
て
厳
し
く
非
難
さ
れ
る
。
胎
内
生
命
体

は
そ
の
発
育
の
全
段
階
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ｃ

手
段
化
の
禁
止

胚
に
対
し
て
胚
自
身
の
利
益
に
な
ら
な
い
実
験
的
薬
・
医
学
的
干
渉
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。
初
期
胚
の
人
間
人
格
的
尊
厳
を
傷
つ
け
る
手
段
的
利
用
は
一

切
禁
じ
ら
れ
る
。

ｄ

保
護
・
保
全
の
要
求
と
そ
の
限
界

初
期
胚
は
人
間
人
格
で
は
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
絶
対
的
保
護
が
求
め
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
人
間
の
生
命
は
絶
対
的
・
無
条
件
的
価
値
を
も
つ

も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

α

尋
常
の
努
力
の
義
務

自
然
法
の
要
求
す
る
生
命
の
尊
重
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
可
能
な
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
も
っ
て
生
命
の
保
護
・
保
全
を
図
る
道
徳
的
義
務
は
人
に
は
な
い
。

生
命
の
保
護
・
保
全
の
た
め
の
適
正
な
医
療
、
尋
常
の
努
力
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

β

死
の
間
接
的
な
惹
起
の
黙
認

行
為
に
お
け
る
選
択
に
お
い
て
諸
価
値
の
同
時
尊
重
が
不
可
能
で
、
や
む
を

え
ず
一
方
を
他
方
に
優
先
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
多
い
。
初
期
胚
の
死
が
、
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
や
む
を
え
ず
容
認
し
て
よ
い
よ
う
な
場
合
も
起
こ
り
う

る
。
強
姦
後
の
妊
娠
中
絶
や
妊
婦
の
生
命
・
健
康
保
持
の
た
め
必
要
と
な
っ
た

中
絶
な
ど
に
こ
れ
が
見
ら
れ
る
。「
二
重
結
果
の
原
則
」の
要
求
が
満
た
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
発
育
段
階
は
生
命
体
の
価
値
の
大
き
さ
に

は
影
響
し
な
い
こ
と
で
あ
る37

）

。

三

他
の
諸
見
解
の
ヒ
ト
初
期
胚
身
分
論

こ
れ
ま
で
初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
・
道
徳
的
身
分
を
「
人
間
人
格
」
で
あ

る
と
考
え
る
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
代
表
さ
れ
る
考
え
方
を
考
察
し
て
き

た
。
こ
の
考
え
方
の
一
層
の
深
い
理
解
を
求
め
、
次
に
、
こ
れ
と
対
立
す
る
二

つ
の
見
方
を
検
討
し
よ
う
。
一
つ
は
初
期
胚
を
「
前
人
間
人
格
」
と
す
る
も
の
、

他
は
こ
れ
を
「
非
人
間
人
格
」
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
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一

前
人
間
人
格
説

１

人
間
人
格
の
前
段
階

「
前
人
間
人
格
説
」
と
は
、
初
期
胚
は
存
在
論
的
身
分
上
は
ま
だ
尊
厳
を
備

え
た
人
間
人
格
で
は
な
い
が
、
以
後
の
発
育
の
途
中
か
ら
必
ず
人
間
人
格
に
な

る
存
在
、
す
な
わ
ち
、「
前
人
間
人
格
」
だ
、
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
ヒ
ト
受
精
卵
は
成
育
途
上
の
あ
る
時
期
か
ら
「
存
在
論
的
身
分
」

と
し
て
パ
ー
ソ
ン
す
な
わ
ち
個
人
と
な
る
が
、
初
期
胚
は
ま
だ
パ
ー
ソ
ン
で
は

な
く
、
よ
り
低
い
「
存
在
論
的
身
分
」
で
あ
る
、
と
見
る
。「
道
徳
的
身
分
」
も

こ
れ
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
、
と
さ
れ
る
か
ら
、
取
り
扱
い
に
お
い
て
は
「
存
在

論
的
身
分
」の
変
化
の
時
点
で
変
更
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、

出
生
前
生
命
体
を
一
律
に
論
じ
な
い
で
、
発
育
過
程
の
あ
る
時
か
ら
は
尊
厳
を

も
っ
た
「
個
人
・
人
間
人
格
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
そ
の

よ
う
な
尊
厳
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
ヒ
ト
種

生
命
体
、
と
し
て
人
間
人
格
と
の
間
に
線
引
き
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
初
期
胚

は
今
後
の
成
長
途
中
の
あ
る
と
き
か
ら
人
間
人
格
に
な
る
と
考
え
る
の
で
中
途

説
（d

ela
y
ed
-h
o
m
in
iza
tio
n th

eo
ry

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
、

尊
厳
は
な
い
も
の
の
、
や
が
て
尊
厳
を
も
っ
た
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
筈
の
も
の
で

あ
る
ゆ
え
、
取
り
扱
い
に
際
し
て
は「
そ
の
点
の
顧
慮
も
必
要
だ
」、
と
考
え
る

の
で
、
道
徳
的
身
分
論
に
お
い
て
は
先
の
「
人
間
人
格
説
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま

で
は
共
闘
で
き
る
胚
の
尊
厳
擁
護
派
で
あ
り
、
後
に
見
る
「
非
人
間
人
格
説
」

と
は
鮮
明
に
対
立
し
た
内
容
に
な
る
。

発
育
の
途
上
の
い
つ
か
ら
人
間
人
格
に
な
る
と
考
え
る
か
、
と
い
う
点
で
さ

ま
ざ
ま
の
異
な
っ
た
見
解
が
あ
り
う
る38

）

が
、
基
本
的
な
考
え
方
に
お
い
て
は
共

通
で
あ
る
。
受
精
に
よ
っ
て
成
立
し
た
新
生
命
体
が
い
つ
人
間
人
格
に
な
る
か

と
い
う
存
在
論
的
身
分
論
上
の
見
解
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
何
れ
も
初
期
胚

を
「
前
人
間
人
格
」
と
し
て
お
り
、
道
徳
的
身
分
論
に
関
し
て
も
こ
れ
が
そ
の

ま
ま
反
映
す
る
。

こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
と
し
て
「
着
床
説
」
と
「
主
要
器
官
形
成
完
了
説
」

を
取
り
上
げ
る
。

２

着
床
説
の
存
在
論
的
身
分
論

ａ

前
人
間
人
格
説
の
中
で
最
も
有
力
な
の
が
い
わ
ゆ
る
着
床
説
で
あ
る39

）

。
受

精
卵
成
立
後
一
四
日
目
に
起
こ
る
着
床
完
了
時
と
す
る
見
方
で
、
こ
れ
は
同
時

に
現
れ
る
原
始
線
条
に
注
目
す
る
形
を
取
る
こ
と
も
あ
り（
原
始
線
条
説
）、
ま

た
原
腸
形
成
（g

a
stru

la
tio
n

）
過
程
が
受
精
後
一
四
日
頃
始
ま
り
一
九
日
目
頃

ま
で
続
く
が
こ
の
過
程
の
開
始
時
と
す
る
説
（
原
腸
形
成
説
）
と
し
て
唱
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
内
容
は
殆
ど
変
わ
ら
な
い
の
で
「
着
床
説
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
よ
う40

）

。

ｂ

こ
の
説
の
根
拠
は
こ
の
時
に
初
期
生
命
体
は
発
生
学
的
に
新
た
な
段
階
に

入
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
説
は
初
期
胚
が
種
的
に
ヒ
ト
個
体
で
あ
る

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
遺
伝
的
な
い
し
種
的
個
体
性
（g

en
etic in

d
iv
id
u
a
lity

）
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を
も
つ
こ
と
は
認
め
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
人
間
人
格
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
、

と
考
え
る
。
生
物
学
的
に
は
す
で
に
個
体
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
存
在
論

的
（o

n
to
lo
g
ica
lly

）
に
は
ま
だ
個
人
で
は
な
い
。
人
間
人
格
で
あ
る
た
め
に

は
発
生
的
個
体
性
（d

ev
elo
p
m
en
ta
l in

d
iv
id
u
a
lity

）
を
も
つ
存
在
論
的
に

厳
密
な
個
的
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い41

）

が
、
初
期
胚
は
全
能
性
を
も
ち
相
互

交
換
可
能
な
未
分
化
細
胞
の
塊
で
、
ど
こ
に
お
い
て
も
分
割
さ
れ
二
つ
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
胚
（em

b
ry
o
s

）
に
な
り
う
る
の
で
あ
り
、
ま
だ
真
に
内
的
な
個
別

性
（in

h
eren

t in
d
iv
id
u
a
lity

）
を
も
っ
た
一
個
体
で
は
な
い
。
不
可
逆
的
に

真
の
個
体
と
な
る
の
は
子
宮
壁
に
完
全
着
床
し
原
始
線
条
（p
rim

itiv
e

 
strea

k

）
が
現
れ
る
受
精
卵
成
立
後
一
四
日
頃
で
あ
る
、
と
い
う
。
原
腸
形
成

（g
a
stru

la
tio
n

）
過
程
が
こ
の
頃
始
ま
る
の
で
こ
の
過
程
の
開
始
時
と
す
る

者
も
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
説
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
人
間
人
格
と
は
真
の

個
別
的
存
在
者
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
前
提
と
な
る
生
物
学
的
個
別

性
が
こ
の
と
き
初
め
て
確
立
す
る
か
ら
と
い
う
。

こ
れ
は
原
始
線
条
を
媒
介
と
す
る
器
官
の
発
生
に
具
体
化
す
る
と
い
う
。
新

生
命
体
の
ど
の
部
分
が
ど
の
器
官
に
な
る
か
が
こ
の
時
期
に
決
定
す
る
。
脳
や

神
経
細
胞
、
感
覚
器
官
な
ど
は
こ
の
と
き
存
在
が
始
ま
る
。
生
命
体
は
こ
の
と

き
か
ら
さ
ま
ざ
ま
の
異
な
っ
た
部
分
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
有
機
的
全
体
と
な

る
。
有
機
体
の
各
部
分
は
将
来
ど
の
よ
う
な
器
官
に
な
る
か
が
不
変
的
に
確
定

し
、
以
後
こ
の
方
向
へ
と
一
直
線
に
発
育
し
て
い
く
。

３

主
要
器
官
形
成
完
了
説
の
存
在
論
的
身
分
論

ａ

も
う
一
つ
の
「
前
人
間
人
格
説
」
は
胎
内
の
生
命
体
が
人
間
人
格
に
な
る

の
は
主
要
身
体
器
官
の
形
成
が
終
わ
っ
た
時
点
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ

れ
ま
で
の
間
の
生
命
体
は
ま
だ
人
間
人
格
で
は
な
い
が
、
何
れ
発
育
の
過
程
の

中
で
必
ず
人
間
人
格
に
な
る
筈
の
も
の
、
と
考
え
る
。
当
然
、
初
期
胚
は
「
前

人
間
人
格
」
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。「
着
床
説
」
が
胎
内
生
命
体
が
人
間
人
格
に

な
る
の
は
受
精
卵
形
成
後
一
四
か
ら
一
六
日
目
だ
と
し
た
の
に
対
し
、
こ
の
説

で
は
人
間
人
格
に
な
る
の
は
遙
か
に
遅
く
な
り
、「
前
人
間
人
格
」期
が
受
精
卵

形
成
後
何
十
日
も
続
く
。

ｂ

こ
の
立
場
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
史
的
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
史
的
ト
マ

ス
の
考
え
方
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に（
二
）、
純
粋
型
に
お
け
る
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
の
哲
学
の
論
理
は
、
か
れ
ら
の
立
場
が
「
人
間
人
格

説
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
は
別
の

読
み
方
の
可
能
な
も
の
も
あ
り
、
事
実
そ
こ
か
ら
か
れ
ら
に「
前
人
間
人
格
説
」

を
帰
す
る
者
も
い
る

41

bis
）

。「
前
人
間
人
格
説
」は
形
而
上
学
的
思
索
の
伴
わ
な
い
生

物
学
現
象
論
の
議
論
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
史
的
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
史
的

ト
マ
ス
に
こ
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
以
上
、
一
応
謹
聴
す
る
位
の
敬
意
は
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
代
表
と
し
て
ト
マ
ス
を
見
よ
う42

）

。
ト
マ
ス
の
言
っ

て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
な
る
。

成
長
し
て
い
く
胚
が
精
神
魂
を
実
体
的
形
相
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
ほ
ど
複
雑
化
し
高
度
化
し
た
身
体
に
ま
で
な
っ
た
と
き
、
神
は
精
神
魂
を

創
造
し
て
こ
れ
に
注
入
す
る
。
初
期
胚
が
そ
の
存
在
の
初
め
か
ら
精
神
魂

（a
n
im
a
 
sp
iritu

a
lis

）
の
よ
う
な
高
度
の
生
魂
を
実
体
的
形
相
と
す
る
こ
と

な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
生
魂
は
現
勢
有
で
あ
り
、
こ
れ
と
合
致
し
て
こ
れ
を
実
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体
的
形
相
と
す
る
一
個
の
自
立
的
有
機
個
体
を
形
成
す
る
可
能
有
的
身
体
と
の

間
に
は
相
応
（p

ro
p
o
rtio

n

）
が
必
要
で
あ
る
。
ヒ
ト
胚
は
最
初
は
栄
養
魂

（a
n
im
a v
eg
eta

tiv
a

）
を
生
魂
と
し
て
形
成
さ
れ
そ
の
下
で
一
定
の
成
長
を

遂
げ
、
高
度
化
し
た
時
点
で
、
第
一
質
料
の
可
能
性
の
中
か
ら
作
用
因
に
よ
っ

て
新
た
な
、
よ
り
高
級
な
生
魂
と
し
て
感
覚
魂
（a

n
im
a sen

sitiv
a

）
が
引
き

出
さ
れ
、
代
わ
っ
て
こ
の
生
命
体
の
生
魂
と
な
る
。
そ
の
下
に
有
機
体
は
さ
ら

に
発
育
を
遂
げ
、
よ
り
複
雑
・
高
度
化
し
、
精
神
魂
が
そ
の
活
動
に
お
い
て
外

的
に
で
は
あ
る
が
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
身
体
的
諸
能
力
、
お
よ
び
こ
れ
が
用
い

る
諸
器
官
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
初
め
て
精
神
魂
を
生
魂
と
し
う
る
段
階

に
ま
で
成
長
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
神
は
精
神
魂
（a

n
im
a
 
sp
ir-

itu
a
lis

）を
創
造
し
こ
の
生
命
体
に
実
体
的
形
相
と
し
て
入
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

生
魂
の
交
替
に
お
い
て
従
来
の
生
魂
は
第
一
質
料
の
可
能
性
の
中
に
還
帰
す
る

が
、
そ
れ
の
機
能
は
新
し
い
生
魂
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
次
の

生
魂
は
下
位
の
生
魂
の
機
能
を
も
同
時
に
果
た
す
。
な
お
精
神
魂
の
存
在
開
始

は
男
児
の
場
合
、
受
精
卵
成
立
四
〇
日
後
、
女
児
の
場
合
八
〇
日
後
で
あ
る
。

こ
の
と
き
か
ら
人
間
人
格
で
あ
る
。
初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
は
そ
れ
ゆ
え
ま

だ
前
人
間
人
格
で
あ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影
響
を
受
け
、
ト
マ
ス
は
脳
や
脊
髄
で
な
く
心
臓
を
身

体
の
中
心
的
臓
器
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
問
題

点
は
精
神
魂
現
存
の
推
論
が
、
経
験
界
の
現
象
を
掘
り
下
げ
哲
学
的
に
探
究
す

る
、
と
い
う
作
業
の
な
い
ま
ま
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は

哲
学
者
ト
マ
ス
の
姿
は
見
え
な
い
。
現
象
界
に
お
け
る
精
神
的
諸
活
動
や
そ
の

器
官
の
現
存
な
ど
は
決
し
て
人
間
人
格
の
本
質
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
ト
マ

ス
本
来
の
哲
学
的
人
間
論
の
考
え
方
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。
人
間
人
格
の
本
質
は

そ
の
存
在
論
的
構
造
で
あ
る
。

４

両
説
の
存
在
論
的
身
分
論
の
問
題
点

ａ

こ
れ
ら
、
着
床
説
（
原
始
線
条
説
）、
お
よ
び
主
要
器
官
形
成
完
了
説
は
、

何
れ
も
、
新
生
命
体
が
将
来
人
間
人
格
に
な
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
現
在
の

初
期
胚
状
態
に
お
い
て
は
ま
だ
人
間
人
格
で
は
な
く
、
単
に
、
そ
れ
に
な
り
つ

つ
あ
る
存
在
、
可
能
態
（in p

o
ten

tia

）
に
お
け
る
人
間
人
格
で
あ
る
、
と
す

る
点
で
共
通
で
あ
る
。
何
れ
も
初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
を
前
人
間
人
格
と
考

え
る
。
ト
マ
ス
の
人
間
論
哲
学
は
こ
れ
を
ど
う
批
判
す
る
か
。

ｂ

「
人
間
人
格
」
の
始
ま
り

両
説
と
も
、
受
精
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
接
合
子
の
成
長
過
程
の
「
あ
る
時

点
」
か
ら
人
間
人
格
に
な
る
、
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
合
理
的
根
拠
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。

α

先
ず
、
す
で
に
確
認
し
た
通
り
初
期
胚
の
成
立
以
後
の
成
長
は
連
続
的

で
そ
こ
に
は
飛
躍
や
質
的
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
両
説
で
は
、
非
精
神
的
存
在

が
精
神
的
存
在
に
な
る
と
い
う
「
質
的
な
変
化
」
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
、
一
方

的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
何
が
こ
の
変
化
を
ど
の
よ
う
な
過
程
を
通
し

て
引
き
起
こ
し
た
の
か
が
充
分
に
説
明
さ
れ
て
な
い
。
何
よ
り
も
そ
の
変
化
が

質
的
な
変
化
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
着
床
説
は
発
生

的
個
体
性
が
生
物
学
的
に
「
確
立
」
す
る
と
い
う
が
、
人
間
人
格
は
自
立
的
個

体
的
存
在
で
あ
る
以
上
、
存
在
論
的
個
体
性
が
生
物
学
的
に
「
確
立
」
す
る
こ
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と
は
意
味
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
こ
の
有
機
体
が
人
間
人
格
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
人
間
人
格
は
理
性
的
本
性

を
も
っ
た
自
立
存
在
で
あ
る
か
ら
理
性
的
本
性
を
も
つ
こ
と
を
も
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
説
で
は
こ
れ
は
示
さ
れ
て
い
な
い43

）

。

β

両
説
の
取
っ
て
い
る
人
間
人
格
観
が
機
能
中
心
的
人
格
観
で
あ
る
こ
と

も
、
存
在
論
的
人
格
観
を
取
る
ト
マ
ス
の
目
に
は
不
十
分
と
映
る
。

ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
接
合
子
成
立
よ
り
生
命
体
の
個
体
死
に
到
る
存
在
の
全

過
程
に
お
い
て
人
間
人
格
が
存
続
す
る
が
、
そ
れ
は
実
体
的
形
相
と
し
て
の
精

神
魂
の
現
存
に
基
づ
く
。
す
な
わ
ち
ト
マ
ス
主
義
的
に
は
、
こ
れ
は
実
体
的
形

相
で
あ
る
精
神
魂
の
現
存
の
新
た
な
形
相
果
（effectu

s fo
rm
a
lis

）
で
あ
る
、

と
説
明
さ
れ
る
。
一
体
的
全
体
形
成
「
完
了
」
に
引
き
続
き
形
相
因
で
あ
る
精

神
魂
が
生
み
出
し
た
新
た
な
結
果
で
あ
る
。
精
神
魂
が
実
体
的
形
相
と
し
て
現

存
す
る
限
り
、
そ
の
個
体
は
人
間
人
格
で
あ
る
。
障
害
を
負
っ
て
い
る
か
病
気

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
健
常
・
健
康
か
、
発
育
過
程
の
ど
の
段
階
に
あ
る
か
、

初
期
胚
の
状
態
か
、
成
長
後
期
に
あ
る
か
、
成
長
を
終
わ
っ
た
成
体
か
、
老
化

の
過
程
に
あ
る
か
な
ど
と
は
関
係
が
な
い
。
理
念
型
に
お
け
る
人
間
人
格
が
す

べ
て
の
こ
の
よ
う
な
個
体
に
お
い
て
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
両
説
に
お
い
て
は
機
能
が
重
視
さ
れ
る
。
能
力
が
用
い
る
器

官
の
完
成
的
現
存
な
し
に
人
間
固
有
の
活
動
は
あ
り
え
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
は

人
間
人
格
の
現
存
は
あ
り
え
な
い
、
と
考
え
る
の
は
主
要
器
官
形
成
完
了
説
で

あ
る
。
着
床
説
は
活
動
や
器
官
の
現
存
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
原
因
に
お
い
て

の
こ
れ
ら
の
現
存
」
で
あ
れ
ば
充
分
と
し
、
将
来
こ
れ
ら
の
器
官
と
な
る
べ
き

「
特
定
」
細
胞
が
存
在
し
始
め
た
と
き
、
を
も
っ
て
人
間
人
格
の
現
存
の
始
ま

り
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
在
完
成
し
・
活
動
で
き
る
器
官
が
存
在
し
て
い
る

か
否
か
に
関
心
を
極
限
す
る
前
者
よ
り
は
優
れ
て
い
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
・
ト
マ
ス
主
義
的
に
は
、
将
来
の
各
器
官
と
な
る
各
細
胞
が
決
定
し
、
以
後
、

ど
の
細
胞
も
他
の
器
官
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
形
で
、
胚
の
全
細
胞
が
そ
の

将
来
に
関
し
て
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
発
育
過
程
に
お
け
る
あ
る
特
定
時

期
に
そ
れ
ほ
ど
拘
る
意
味
は
な
い
。
そ
も
そ
も
器
官
・
活
動
で
な
く
、
器
官
を

用
い
て
活
動
す
る
「
能
力
」
が
よ
り
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
人
間
本
性
」
に

基
づ
く
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
あ
る
ゆ
る
人
間
本
性
は
必
然
的
に
こ
の
能
力
を

備
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
「
人
間
本
性
」
が
形
成
さ
れ
た
と
き
が
人
間
人
格
の
存

在
の
始
ま
り
で
あ
り
、
こ
の
人
間
本
性
を
形
成
す
る
原
因
と
し
て
の
精
神
魂
が

現
存
し
始
め
た
と
き
が
人
間
個
人
す
な
わ
ち
人
間
人
格
の
存
在
の
始
ま
り
で
あ

る
、
と
す
る
の
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
・
ト
マ
ス
主
義
哲
学
の
理
解
で
あ
る
。
理

性
と
意
志
は
精
神
魂
に
固
有
の
能
力
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
感
覚
能
力
に
助
け
ら

れ
る
、
と
さ
れ
る
。
初
期
胚
の
以
後
の
分
化
と
発
育
過
程
が
外
的
・
内
的
事
情

に
よ
っ
て
特
別
重
大
な
妨
害
を
受
け
な
い
限
り
、
通
常
の
場
合
こ
の
生
命
体
の

発
育
の
結
末
は
個
人
で
あ
る
。
成
人
の
実
体
的
形
相
は
精
神
活
動
を
行
う
精
神

魂
で
あ
る
ゆ
え
、
実
体
的
形
相
と
し
て
の
精
神
魂
は
す
で
に
最
初
か
ら
現
存
し

て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
初
め
か
ら
人
間
人
格
で
あ
る
筈
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
本
性
、
そ
れ
に
基
づ
く
諸
能
力
の
現
存
、

そ
れ
に
基
づ
く
器
官
の
現
存
・
機
能
と
い
う
原
因
・
結
果
関
係
に
注
目
す
る
の

が
ト
マ
ス
主
義
的
形
而
上
学
的
思
考
で
あ
る
。
現
在
、
脳
や
神
経
組
織
・
感
覚

器
官
が
現
存
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
機
能
し
て
い
る
か
で
は
な
く
、
本
性
的

完
成
状
態
に
お
い
て
は
必
要
な
諸
器
官
を
も
ち
機
能
す
る
の
が
当
然
と
い
う
本
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来
的
定
め
と
い
う
方
向
性
を
も
っ
た
本
性
が
基
礎
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
つ
の
が

人
間
人
格
で
あ
る
。
こ
の
本
性
の
形
相
因
は
精
神
魂
で
あ
る
。
人
間
は
有
機
的

生
命
体
で
あ
り
、
理
性
的
有
機
存
在
と
し
て
の
人
間
本
性
を
形
成
す
る
形
相
因

が
精
神
魂
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
存
す
る
の
が
人
間
人
格
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
い

の
は
人
間
人
格
で
は
な
い
。
精
神
魂
の
実
体
的
形
相
と
し
て
の
現
存
開
始
は
接

合
子
成
立
時
で
あ
り
、
こ
の
と
き
が
こ
の
精
神
的
有
機
体
の
成
立
時
で
あ
る
。

精
神
魂
は
受
精
卵
完
全
成
立
の
瞬
間
に
神
か
ら
創
造
さ
れ
、
注
入
さ
れ
実
体
的

形
相
と
し
て
こ
の
受
精
卵
を
一
つ
の
全
体
と
し
て
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

受
精
卵
は
こ
の
瞬
間
に
、「
汝
」と
い
う
神
の
呼
び
掛
け
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
つ
の
人
間
人
格
と
し
て
実
在
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

ｃ

生
魂
交
替
説
に
よ
る
胚
の
自
己
同
一
性
の
否
認

ト
マ
ス
主
義
人
間
論
の
側
か
ら
の
第
二
の
批
判
点
は
こ
れ
ら
両
説
の
生
魂
交

替
論
で
あ
る
。

主
要
器
官
形
成
完
成
説
は
、
栄
養
魂
が
、
次
に
こ
れ
に
代
わ
っ
て
感
覚
魂
が

実
体
的
形
相
と
し
て
成
立
以
後
の
胚
の
成
長
を
実
現
し
て
い
く
が
、
最
後
に
、

神
は
創
造
し
た
精
神
魂
を
実
体
的
形
相
と
し
て
身
体
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
間
ペ
ル
ソ
ナ
を
形
成
す
る
、
と
い
う
。

着
床
説
も
精
神
魂
は
こ
れ
を
実
体
的
形
相
と
し
て
受
け
入
れ
う
る
段
階
に
ま

で
成
長
し
た
個
的
身
体
を
必
要
と
し
、
こ
の
身
体
は
精
神
魂
と
の
一
体
化
の
と

き
、
こ
れ
ま
で
の
実
体
的
形
相
を
失
う
、
と
す
る
。

ト
マ
ス
主
義
人
間
論
哲
学
に
従
う
限
り
、
こ
こ
で
実
体
変
化（m

u
ta
tio su

b
-

sta
n
tia
lis

）
が
起
こ
り
、
新
ら
し
い
実
体
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
実
体
的
形
相
の
交
替
は
実
体
変
化
を
引
き
起
こ
す
か
ら
、
胚
の
自
己
同

一
性
は
保
た
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
人
間
の
創
造
は
精
神
魂
の
創
造
の
と
き
で

あ
り
、
そ
の
と
き
心
身
存
在
と
し
て
の
人
間
人
格
が
存
在
を
始
め
る
が
、
そ
の

と
き
ま
で
の
初
期
胚
は
ま
だ
人
間
人
格
で
は
な
く
、
別
の
有
機
体
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
新
し
く
成
立
す
る
人
間
人
格
と
数
的
（n

u
m
erice

）
に
別
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
種
的
（sp

ecifice

）
に
も
で
あ
る
。
実
体
的
形
相
が
種
を
決
定

す
る
か
ら
で
あ
る
。

実
体
変
化
に
よ
っ
て
別
の
第
一
実
体
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
遺
伝
的
資

質
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
個
的
人
間
の
発
生
（O

n
to
g
en
esis

）
に
お

け
る
両
親
の
役
割
は
何
か
が
合
理
的
に
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
両
説
は

こ
れ
に
も
答
え
て
い
な
い
。

ト
マ
ス
の
「
人
間
人
格
説
」
で
は
接
合
子
か
ら
始
ま
り
個
体
死
に
到
る
こ
の

一
つ
の
第
一
実
体
の
存
続
の
全
過
程
を
貫
い
て
い
る
の
は
実
体
的
形
相
の
同
一

性
で
あ
る
。
こ
の
個
体
に
起
こ
る
個
体
と
し
て
の
実
体
変
化
は
、
一
第
一
実
体

と
し
て
の
接
合
子
成
立
と
個
体
死
だ
け
で
あ
る
。
食
物
の
摂
取
に
お
い
て
実
体

変
化
は
あ
る
が
そ
れ
は
食
物
の
側
の
も
の
で
あ
り
、
精
神
的
有
機
体
の
実
体
的

形
相
の
交
替
・
変
更
は
な
く
数
的
（n

u
m
erice

）
に
同
一
の
精
神
魂
が
存
続
し

続
け
る
。
接
合
子
と
し
て
成
立
し
た
個
体
は
同
じ
個
体
の
ま
ま
個
体
死
を
迎
え

る
の
で
あ
る
。

５

「
前
人
間
人
格
」
説
の
道
徳
的
身
分
論
と
そ
の
問
題
点

ａ

道
徳
的
身
分
論
の
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

α

初
期
胚
は
存
在
論
的
に
「
前
人
間
人
格
」
身
分
の
存
在
で
あ
る
。
人
間

111

ヒト初期胚の道徳的身分を巡って



人
格
に
な
る
ま
で
の
生
命
体
は
「
ま
だ
尊
厳
を
備
え
た
『
個
人
』
で
は
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
『
個
人
』
に
な
る
筈
の
も
の
、
な
る
で
あ
ろ
う
も
の
」、「
尊
厳
を

備
え
た
『
人
』
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
」、「『
尊
厳
を
備
え

た
人
間
生
命
』
の
萌
芽
」、「
尊
厳
を
備
え
た
『
人
格
存
在
』
で
は
な
い
が
、
そ

れ
に
必
ず
な
る
も
の
」
で
あ
る
。

β

求
め
ら
れ
る
の
は
相
応
し
い
尊
重
で
あ
る
。「
人
間
の
萌
芽
」
で
あ
り
、

ま
だ
尊
厳
を
備
え
た
人
格
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
「
な
る
筈
の
も

の
」
と
し
て
、
相
応
し
く
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
可
能
性
を
極
力
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
前
人
間
人
格

で
あ
る
胎
内
の
生
命
の
破
壊
と
な
る
堕
胎
・
中
絶
な
ど
は
道
徳
的
に
人
の
道
を

外
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る44

）

。

結
局
、
道
徳
的
身
分
は
人
間
人
格
に
殆
ど
等
し
い
も
の
に
な
る
。
実
際
上
は
、

あ
た
か
も
人
間
人
格
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
、
人
間
人
格
と
同
じ
よ

う
に
そ
の
尊
厳
を
重
ん
じ
て
こ
れ
と
関
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る45

）

。
γ

し
か
し
、
存
在
論
的
に
「
人
間
人
格
」
と
は
考
え
て
い
な
い
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
実
践
に
お
い
て
も
道
徳
的
「
人
間
人
格
」
身
分
を
受
け
入
れ
る
必
要

は
な
い
、
と
い
う
の
が
本
来
的
対
応
で
あ
る
。
初
期
胚
に
は
人
間
人
格
の
尊
厳

は
な
い
の
で
保
護
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
自

然
の
結
論
で
あ
る
。

蓋
然
主
義
（P

ro
b
a
b
ilism

u
s

）
を
取
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る46

）

。
着
床
前
胚
は
人
間
人
格
で
な
く
、
従
っ
て
可
能
な
限
り
尊
重
は
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、も
っ
と
重
要
な
価
値
の
実
現
の
た
め
ど
う
し
て
も
必
要
な
ら
、

そ
の
保
護
を
後
回
し
に
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ｂ

問
題
点

こ
の
立
場
で
は
初
期
胚
は
前
人
間
人
格
で
あ
り
不
可
侵
の
尊
厳
を
伴
っ
た
人

間
人
格
で
な
い
以
上
、「
あ
た
か
も
人
間
人
格
で
あ
る
か
の
よ
う
に
大
切
に
さ
れ

る
べ
き
だ
」
と
い
う
態
度
も
充
分
な
基
礎
付
け
を
も
ち
え
な
い
。
人
間
人
格
で

な
い
も
の
を
人
間
人
格
と
し
て
取
り
扱
え
と
い
う
の
が
、
そ
も
そ
も
無
理
な
注

文
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
こ
の
説
を
取
る
限
り
、
初
期
胚
の
尊
厳
を
守
り
通
す
こ
と
は
非

常
に
困
難
に
な
る
。
原
則
と
し
て
は
あ
た
か
も
人
間
人
格
で
あ
る
か
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
が
、
す
で
に
人
間
人
格
で
あ
る
人
々
の
生
命
・
健
康
や

幸
福
の
た
め
ど
う
し
て
も
必
要
で
、
医
学
的
合
理
性
が
あ
り
、
社
会
的
に
も
妥

当
な
場
合
、
例
外
と
し
て
や
む
を
得
ず
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な

い
、
と
い
う
選
択
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
初
期
胚
の
尊
厳
を
認

め
、
こ
れ
を
重
視
し
、
守
ろ
う
と
い
う
姿
勢
は
た
し
か
に
有
難
い
が
、
保
護
者

と
し
て
は
全
く
頼
り
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
胚
の
本
音
で
あ
ろ
う
。
さ
ま

ざ
ま
の
理
由
を
掲
げ
て
次
か
ら
次
に
迫
っ
て
く
る
着
床
前
診
断
、
胚
性
幹
細
胞

樹
立
、
ク
ロ
ー
ン
胚
作
成
、
体
外
受
精
、
胚
破
棄
、
初
期
胚
を
使
っ
て
の
実
験
、

生
殖
補
助
医
療
や
再
生
医
療
で
の
初
期
胚
利
用
な
ど
の
自
由
を
認
め
よ
、
と
い

う
要
求
に
抵
抗
し
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
は
ま
だ
尊
厳
を
も
っ
た
人
間
人

格
で
な
く
「
将
来
」
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
初
期
胚
を
犠
牲

に
し
、
破
壊
し
て
、「
現
在
」苦
し
ん
で
い
る
人
間
を
救
う
た
め
の
薬
や
技
術
や

手
段
を
手
に
入
れ
た
い
、
と
い
う
要
求
に
対
し
、
抵
抗
を
貫
く
こ
と
は
で
き
ず
、

最
後
に
は
譲
歩
の
道
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
初
期
胚
の
手
段
化
・
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資
源
化
・
道
具
化
と
い
う
功
利
主
義
的
胚
利
用
を
容
認
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る47
）

。
功
利
主
義
へ
の
屈
服
で
あ
る
。

二

非
人
間
人
格
説

初
期
胚
の
存
在
論
的
身
分
は
生
物
学
的
ヒ
ト
有
機
体
と
い
う
物
体
で
あ
る
、

と
考
え
る
。
道
徳
的
身
分
と
し
て
人
に
特
別
の
尊
重
を
要
求
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
普
通
の
モ
ノ
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
る
物
体
に
過
ぎ
な

い
、
と
い
う
。
功
利
主
義
的
な
道
徳
身
分
論
で
あ
る
。
二
説
に
分
か
れ
る
。

１

客
観
主
義
的
非
人
間
人
格
説

接
合
子
と
し
て
出
発
し
、
以
後
発
育
し
新
生
児
と
し
て
誕
生
す
る
ま
で
の
間

の
胎
内
生
命
体
は
、
客
観
的
に
は
単
な
る
有
機
物
体
で
、
特
別
に
価
値
を
備
え

た
存
在
論
的
身
分
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
特
別
の
尊
重
的
取
り
扱
い
を

要
求
で
き
る
道
徳
的
身
分
に
は
な
い
。
そ
れ
は
普
通
の
物
体
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
よ
い
、
と
考
え
る
。
こ
の
生
命
体
は
自
由
な
処
分
の
許
さ
れ
る
単
な
る
ヒ

ト
種
細
胞
的
有
機
物
体
で
、
母
胎
内
の
腫
瘍
の
一
種
、
生
物
学
的
物
財
、
ヒ
ト

種
細
胞
の
塊
以
上
の
も
の
で
な
く
、
一
定
の
尊
重
的
取
り
扱
い
へ
の
倫
理
的
要

求
な
ど
も
ち
え
な
い
、
と
考
え
る
。
恣
意
的
な
処
分
の
可
能
な
単
な
る
モ
ノ
な

の
で
あ
る
。

代
表
的
な
見
方
と
し
て
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ゥ
ー
リ
ー
（M

ich
a
el T

o
o
ley

）
や

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
（P

eter S
in
g
er

）
の
そ
れ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う48
）

。
こ
の
立
場
は
パ
ー
ソ
ン
に
特
別
の
存
在
論
的
価
値
は
認
め
る
し
、
そ
の
道

徳
的
身
分
も
大
切
に
す
る
。
し
か
し
基
準
と
な
る
あ
る
特
質
に
拘
る
。
客
観
的

に
こ
れ
が
失
わ
れ
る
場
合
パ
ー
ソ
ン
で
な
く
な
る
、
と
考
え
る
。
か
れ
ら
に
よ

れ
ば
パ
ー
ソ
ン
は
理
性
的
・
自
覚
的
存
在
で
あ
り
、
パ
ー
ソ
ン
の
本
質
は
自
己

意
識
に
あ
り
、
そ
れ
は
欲
求
の
意
識
や
快
苦
の
感
覚
も
含
む
か
ら
、
神
経
や
脳

の
正
常
活
動
が
不
可
欠
の
要
件
と
な
る
。
パ
ー
ソ
ン
は
存
在
論
的
に
大
き
な
価

値
を
も
ち
、
従
っ
て
、
道
徳
的
身
分
も
高
い
が
そ
れ
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
と

本
質
必
然
的
に
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
種
以

外
の
生
命
体
に
も
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
も
の
が
あ
り
う
る
。
ま
た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
種
に
属
す
る
生
命
個
体
で
あ
り
な
が
ら
パ
ー
ソ
ン
で
な
い
も
の
、
あ
る
い

は
、不
可
逆
的
に
パ
ー
ソ
ン
で
な
く
な
っ
た
も
の
な
ど
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
ど
れ
も
特
別
の
尊
重
や
保
護
な
ど
に
値
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
面

の
わ
れ
わ
れ
が
問
題
に
し
て
い
る
初
期
胚
や
胎
児
は
お
ろ
か
新
生
児
さ
え
も
、

こ
の
基
準
で
は
パ
ー
ソ
ン
で
は
な
い
の
で
、特
別
の
取
り
扱
い
は
必
要
で
な
く
、

他
の
一
般
物
体
同
様
、
社
会
功
利
主
義
的
評
価
基
準
に
従
っ
て
処
理
し
て
構
わ

な
い
。「
自
覚
的
ま
た
は
理
性
的
存
在
」
と
し
て
の
「
パ
ー
ソ
ン
」
だ
か
ら
価
値

が
あ
る
の
で
あ
り
、
生
物
学
的
に
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
で
あ
っ
て
も
、
胎
児

や
新
生
児
や
重
い
脳
障
害
を
も
つ
者
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
イ
ル
カ
の
よ
う
な

動
物
に
も
劣
る
、
と
言
う
。

客
観
主
義
的
非
人
間
人
格
説
の
根
本
的
難
点
は
人
間
人
格
概
念
の
内
包
の
貧

弱
さ
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
こ
と
の
基
準
を
心
理
現
象
界
に
お
い
て
の
自

己
意
識
の
有
り
無
し
に
置
き
、
そ
れ
を
欠
い
て
い
る
存
在
す
べ
て
を
非
人
格
と
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す
る
。
現
象
の
背
後
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
注
目
す
る
と
か
、
現
勢
態
だ
け
で
な
く
、

潜
勢
態
や
可
能
態
に
お
け
る
存
在
の
在
り
方
に
も
留
意
し
て
現
実
を
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
こ
う
と
す
る
形
而
上
学
的
視
点
を
欠
い
て
い

る
た
め
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
大
き
な
部
分
が
脱
落
し
た
存
在
論
に
な
っ
て
い
る49

）

。

ト
マ
ス
主
義
人
間
論
は
自
己
意
識
と
い
う
心
理
現
象
を
重
視
は
す
る
が
、
こ
れ

が
最
終
的
に
は
人
間
本
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
捉
え
、
一
定

条
件
下
で
の
こ
れ
の
現
れ
と
し
て
現
実
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
問
題
と
の

的
確
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

倫
理
学
の
伝
統
が
重
ん
じ
て
き
た
人
格
価
値
の
尊
厳
を
重
ん
ず
る
と
い
う
姿

勢
は
全
く
な
く
、
ト
マ
ス
主
義
の
人
格
主
義
倫
理
学
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す

る
が
、
社
会
功
利
主
義
的
な
初
期
胚
観
と
し
て
世
界
に
は
こ
れ
に
好
意
的
な
者

も
少
な
か
ら
ず
居
り
、
倫
理
学
で
の
議
論
は
続
い
て
い
る50

）

。

２

主
観
主
義
的
非
人
間
人
格
説

こ
の
立
場
は
、
初
期
胚
を
含
め
胎
内
の
新
生
命
体
の
存
在
論
的
身
分
を
客
観

的
に
は
非
人
間
人
格
だ
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
取
り
あ
え
ず
」
の

判
断
と
し
て
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
生
命
体
は
場
合
に
よ
っ
て
は
「
人
間
人

格
」
に
な
り
う
る
。
人
や
社
会
が
そ
う
受
け
入
れ
た
場
合
に
こ
れ
が
起
こ
る
。

人
や
社
会
に
よ
る
受
け
入
れ
が
な
い
な
ら
、
そ
の
ま
ま
非
人
間
人
格
で
あ
り
続

け
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
立
場
は
初
期
胚
な
ど
胎
内
の
生
命
体
を
非
人
間
人
格

と
考
え
る
が
、
先
の
立
場
と
違
い
、
こ
の
判
断
の
基
準
を
理
性
や
自
覚
と
い
う

生
命
体
が
客
観
的
に
自
己
の
中
に
持
っ
て
い
る
存
在
価
値
に
置
く
の
で
は
な

く
、
ヒ
ト
胚
に
向
き
合
う
人
間
・
社
会
の
側
の
選
択
・
決
定
に
置
く
と
い
う
主

観
主
義
で
あ
る
。

存
在
論
的
身
分
は
そ
の
生
命
体
と
関
わ
る
他
者
が
決
め
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
他
者
が
人
間
人
格
と
い
う
「
存
在
論
的
身
分
」
を
与
え
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
両
親
特
に
母
親
で
あ
っ
た
り
、
医
師
で
あ
っ
た
り
、
親
族
で

あ
っ
た
り
、
社
会
や
国
家
で
あ
っ
た
り
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ

こ
の
よ
う
な
者
が
人
間
人
格
、
す
な
わ
ち
自
分
た
ち
と
同
じ
人
間
社
会
の
一
員

で
あ
る
と
「
受
け
入
れ
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
初
め
て
人
間
人
格
に
な
る
と
い
う
。

新
し
い
生
命
体
は
社
会
の
代
表
者
に
よ
っ
て
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
認

め
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
人
格
に
な
る
。
人
間
は
人
格
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
経
験
界
に
お
け
る
人
間
的
関
係
と
し
て
成
立
す
る
も
の
、
と
い
う

考
え
が
前
提
に
あ
る
。
人
間
間
の
交
わ
り
に
お
い
て
の
み
在
り
う
る
と
い
う
。

人
格
は
関
係
存
在
で
あ
る
以
上
、
新
人
間
人
格
の
成
立
は
単
に
客
観
的
自
然
現

象
と
し
て
の
生
物
学
的
新
生
命
個
体
成
立
と
は
違
う
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
人

間
社
会
の
出
来
事
と
し
て
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
す
る51

）

。

初
期
胚
を
含
め
、
一
切
の
胎
内
の
生
命
個
体
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
何
か
価

値
を
も
つ
自
立
的
存
在
で
は
な
い
。
こ
の
生
命
体
の
価
値
は
こ
の
生
命
体
の
帰

属
す
る
社
会
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
一
般
に
胎
内
生
命
体
が
価
値
を
も
っ

て
い
る
と
見
做
さ
れ
て
き
た
の
は
、
母
親
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
の
関
心
や

愛
情
や
期
待
が
価
値
を
こ
の
生
命
体
に
与
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
生
命

体
が
憎
悪
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
厄
介
で
無
用
の
存
在
と
見
做

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
の
と
き
、
そ
の
人
た
ち
の
間
で
は
こ
の
生
命
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体
に
価
値
は
与
え
ら
れ
ず
、
尊
厳
も
な
い
。
要
す
る
に
、
初
期
胚
を
ど
の
よ
う

な
も
の
と
見
做
す
か
は
社
会
の
問
題
で
あ
る
。
人
間
人
格
と
い
う
の
は
人
々
が

与
え
る
身
分
で
あ
る
。

典
型
的
な
一
例
が
、
誕
生
ま
で
の
胎
内
の
生
命
体
を
母
親
が
自
由
に
処
分
し

う
る
胎
内
の
細
胞
塊
と
考
え
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
過
激
派
の
見
方
で
あ
ろ
う
。
こ

の
生
命
体
を
人
間
人
格
と
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
権
は
母
親
に
あ
る
。
母
親
が

こ
れ
を
生
き
る
権
利
な
ど
諸
権
利
や
尊
厳
を
も
っ
た
存
在
す
な
わ
ち
人
間
人
格

と
認
め
な
い
限
り
、
そ
れ
は
単
な
る
モ
ノ
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の

に
は
な
り
え
な
い
。
人
間
人
格
と
な
る
場
合
、
母
親
が
社
会
を
代
表
し
て
受
け

入
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
国
家
は
こ
れ
を
追
認
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う52

）

。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
ト
マ
ス
主
義
の
立
場
か
ら
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
。

一
般
に
、
あ
る
集
団
の
一
員
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
権
利
を
も
ち
義
務
を
負

う
一
人
前
の
人
間
人
格
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
社
会
や
他
人
か
ら
受
け
入
れ
の

形
で
与
え
ら
れ
て
い
る
社
会
的
身
分（so
cia
l sta

tu
s

）で
あ
る
、
と
い
う
の
は
、

わ
れ
わ
れ
が
家
族
、
親
族
、
市
町
村
、
国
家
や
、
他
の
諸
社
会
の
人
間
関
係
で

実
践
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
社
会
的
存
在
と
し
て
の
全
面
が

こ
の
よ
う
な
他
人
や
社
会
国
家
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
ら
の
社
会
的
身
分
の
前
提
に
な
り
、
基
礎
に
な
っ
て
い
る
人
間
人
格
性
は

社
会
が
与
え
た
も
の
で
は
な
い
。
個
々
人
に
初
め
か
ら
内
在
し
て
い
る
。
社
会

は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
人
の
人
格
性
と
そ
の
尊
厳
、
自
然
法
的

基
本
的
諸
権
利
は
そ
も
そ
も
そ
の
社
会
関
係
に
存
在
論
理
上
先
行
す
る
の
で
あ

る
。ト

マ
ス
主
義
人
間
論
に
よ
れ
ば
、
人
格
は
関
係
存
在
で
は
あ
る
が
人
の
人
格

性
は
源
泉
的
関
係
存
在
で
あ
る
神
か
ら
自
己
と
の
ペ
ル
ソ
ナ
的
関
係
に
生
き
る

べ
き
存
在
と
し
て
創
造
と
招
き
に
よ
っ
て
先
ず
生
み
出
さ
れ
認
定
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
（
エ
レ
ミ
ア
一
・
五
参
照
）。
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
は
こ
の
上

に
初
め
て
構
築
さ
れ
る
。

人
間
あ
る
い
は
社
会
が
人
間
人
格
と
し
て
認
定
し
受
け
入
れ
た
と
き
、
ヒ
ト

生
命
体
は
初
め
て
人
間
に
な
る
、
と
い
う
見
方
は
、
人
間
を
社
会
の
産
物
で
こ

れ
に
完
全
に
従
属
す
る
存
在
と
す
る
も
の
で
、
人
間
の
尊
厳
や
自
然
法
的
基
本

的
諸
権
利
を
基
礎
付
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
謬
説
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。

四

む

す

び

以
上
わ
れ
わ
れ
は
ヒ
ト
初
期
胚
の
存
在
論
的
・
道
徳
的
身
分
の
問
題
を
考
察

し
た
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
方
を
三
つ
に
分
け
、
先
ず
、
初
期
胚
は
初
め
か
ら

不
可
侵
の
尊
厳
と
自
然
法
的
基
本
権
を
備
え
た
人
間
人
格
で
あ
る
、
と
す
る
ト

マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
立
場
で
あ
る
「
人
間
人
格
説
」
を
か
な
り
詳
し
く
提
示

し
た
（
二
）。
次
に
こ
れ
に
批
判
的
な
他
の
二
説
、「
前
人
間
人
格
説
」
と
「
非

人
間
人
格
説
」
を
簡
単
に
検
討
し
た
（
三
）。
初
め
に
注
意
し
た
よ
う
に
、
現
在

生
命
倫
理
学
で
パ
ー
ソ
ン
の
概
念
は
一
義
的
に
は
通
用
し
て
い
な
い
。
し
か
し

類
比
的
に
は
用
い
ら
れ
え
、
さ
ま
ざ
ま
の
困
難
に
ま
つ
わ
ら
れ
な
が
ら
も
一
応

相
互
間
の
議
論
や
対
話
は
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
こ
の
よ
う
な
含
み
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を
も
っ
た
言
葉
と
し
て
用
い
な
が
ら
こ
の
三
説
に
分
け
て
検
討
し
た
の
で
あ

る
。
パ
ー
ソ
ン
の
代
わ
り
に
「
尊
厳
を
伴
っ
た
人
間
」
と
言
い
換
え
て
も
充
分

間
に
合
う
よ
う
な
用
語
で
あ
る
。

初
期
胚
を
巡
る
現
在
の
日
本
の
事
情
は
ど
う
か
。

断
固
と
し
て
胚
の
尊
厳
を
守
ろ
う
と
し
、
手
段
化
・
道
具
化
を
非
難
し
一
切

の
破
壊
や
利
用
に
反
対
す
る
立
場
の
人
が
い
る
。
宗
教
的
信
念
に
基
づ
く
も
の

が
多
い
。
信
仰
を
共
有
し
な
い
一
般
社
会
へ
の
影
響
力
は
充
分
で
な
い
。

人
間
の
生
命
の
萌
芽
で
あ
り
、
人
間
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
た
も
の
を
粗
末

に
扱
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
現
代
広
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
初
期
胚
道
具

化
傾
向
に
懸
念
を
覚
え
、
社
会
の
反
倫
理
的
風
潮
を
真
剣
に
憂
慮
し
て
い
る
人

た
ち
が
い
る
。
人
の
生
命
の
尊
重
は
自
然
法
の
基
本
的
要
求
に
入
る
の
で
、
多

く
の
国
民
が
感
じ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
実
際
こ
の
立
場
に
立
っ
て
社
会

に
向
け
論
理
的
な
議
論
を
展
開
で
き
る
の
は
数
少
な
い
学
者
や
文
化
人
で
あ

る
。一

応
初
期
胚
に
敬
意
を
払
う
外
見
は
見
せ
る
が
、
本
心
で
は
、
こ
れ
は
モ
ノ

に
過
ぎ
な
い
と
見
、
自
由
に
こ
れ
を
用
い
て
、
医
学
の
進
歩
や
患
者
の
救
済
に

力
を
尽
く
す
べ
き
だ
、
と
考
え
る
人
た
ち
が
い
る
。
胚
の
利
用
に
賛
成
し
、
こ

れ
の
推
進
を
支
持
し
て
い
る
。
鮮
明
な
功
利
主
義
の
立
場
を
取
る
。「
尊
厳
」な

ど
の
生
命
倫
理
的
な
議
論
は
科
学
の
順
調
な
発
展
を
邪
魔
す
る
だ
け
で
、結
局
、

人
類
の
福
祉
の
向
上
を
妨
害
し
て
い
る
、
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
本
稿
の
見
た
三
つ
の
立
場
は
少
な
く
と
も
理
念
型
と
し
て
社
会

一
般
の
初
期
胚
観
を
も
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
に
功
利
主
義
の
立
場

に
立
つ
「
非
人
間
人
格
説
」
が
あ
り
、
他
方
に
、
こ
れ
と
厳
し
く
対
峙
す
る
「
人

間
人
格
説
」
と
「
前
人
間
人
格
説
」
の
連
合
軍
が
あ
る
、
と
し
て
日
本
の
現
状

は
整
理
で
き
る
。
こ
れ
は
縮
図
的
に
、
例
え
ば
政
府
の
総
合
科
学
技
術
会
議
生

命
倫
理
専
門
調
査
会
の
構
成
や
議
論
や
報
告
書
に
も
反
映
し
て
い
る
。
人
類
の

福
祉
を
も
た
ら
す
科
学
の
発
展
、
医
学
の
進
歩
と
い
う
錦
の
み
旗
を
振
り
回
し

て
、
初
期
胚
の
作
成
・
操
作
・
利
用
の
自
由
を
要
求
す
る
の
は
「
非
人
間
人
格

説
」で
あ
る
。
国
家
も
大
き
な
関
心
を
も
つ
国
際
的
な
研
究
競
争
で
の
勝
利
や
、

経
済
成
長
を
目
指
す
国
策
の
追
い
風
を
受
け
非
常
に
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
功
利
主
義
に
よ
る
不
正
な
侵
害
か
ら
胚
の
尊
厳
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
人
間
の

尊
厳
を
守
ろ
う
と
健
闘
し
て
い
る
の
は
「
前
人
間
人
格
説
」
で
あ
る53

）

。
本
稿
の

取
っ
て
い
る
「
人
間
人
格
説
」
は
わ
が
国
で
は
残
念
乍
ら
微
力
で
、
独
力
で
戦

線
を
展
開
す
る
力
は
も
た
な
い
。
し
か
し
盟
友
「
前
人
間
人
格
説
」
の
理
論
武

装
に
協
力
し
、
勝
利
を
目
指
し
て
共
闘
す
る
こ
と
な
ら
充
分
で
き
る
。
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risez

の
他
、J.

N
o
o
n
a
n
ed
.

）,T
h
e
 
M
orality

 
of
 
A
bortion

.

L
egal an

d
 
H
istorical P

erspectives
,
C
a
m
b
rid
g
e 1970;

J.
C
o
n
n
ery

,
A
bor-

tion
:
T
h
e D

evelopm
en
t of th

e R
om
an
 
C
ath
olic P

erspective
,
C
h
ica
g
o

 
1977;

S
.
J.
H
ea
n
ey

ed
.

）,A
bortion

:
A
 
N
ew
 
G
en
eration

 
of
 
C
ath
olic

 
R
espon

ses
,
B
ra
in
tree 1992;

A
.
C
h
ra
p
k
o
w
sk
i,
“Il d

elitto
 
d
ell’a

b
o
rto

 
p
ro
cu
ra
to
.
P
ro
b
lem

i v
ecch

i e n
u
o
v
i,”

A
pollin

aris 76
2003

）,p
p
.
341

357.

７
）

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
事
情
は
荻
野
美
穂『
中
絶
論
争
と
ア
メ
リ
カ
社
会
』

（
岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
。C

f.
O
rigin

s 34
2004

）,p
p
.

1,
3
7,
17,

19
21,

35
40.

８
）

C
f.
“il p

ro
b
lem

a
 
d
ello

 
statu

s m
o
ra
le e g

iu
rid
ico
 
d
ell em

b
rio
n
e e

in
n
a
n
zitu

tto p
ro
b
lem

a d
el su

o statu
s on

tologico
”S
.
P
riv
itera

op.
cit.

﹇
前
注
３
﹈,p
.
93

）.

例
え
ば
、R

.
L
u
ca
s L

u
ca
s,
“F
o
n
d
a
zio
n
e a

n
tro
p
o
lo
g
ica d

ei p
ro
b
lem

i
 

b
io
etici,”

G
regorian

u
m
 
80

1999

）,p
p
.697

758

は
主
と
し
て
「
存
在
論
的
身

分
論
」
で
あ
る
。

９
）

C
f.
T
.
A
.
S
h
a
n
n
o
n
/
A
.
B
.
W
o
lter,

“R
eflectio

n
s o
n th

e M
o
ra
l S
ta
tu
s

 
o
f th

e P
re-em

b
ry
o
,”
T
h
eological S

tu
d
ies 51

1990

）,p
p
.
603

626;
R
.
A
.

M
cC
o
rm
ick

,
“W

h
o o

r W
h
a
t is th

e
‘P
re

E
m
b
ry
o
’?,”

K
en
n
ed
y In

stitu
te

 
of E

th
ics Jou

rn
al 1

1991

）,p
p
.
3
15;

J.
A
.
R
o
b
ertso

n
,
“W

h
a
t W

e M
a
y

 
D
o w

ith P
reem

b
ry
o
s:
A
 
R
esp

o
n
se to R

ich
a
rd A

.
M
cC
o
rm
ick

,”
ibid

.,

p
p
.
293

302;
R
.
A
.
M
cC
o
rm
ick

,
“T
h
e
 
P
reem

b
ry
o
 
a
s P

o
ten

tia
l:
A

 
R
ep
ly to Jo

h
n A

.
R
o
b
ertso

n
,”
ibid

.,
p
p
.
303

305.

ま
た.

N
.
M
.
F
o
rd
,

P
ren

atal P
erson

.
E
th
ics from

 
C
on
ception

 
to B

irth
,
M
a
ld
en
,
M
A
 
2002

を
も
参
照
。

邦
文
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
特
に
、
金
沢
文
雄
「
人
の
胚
の
道
徳
的
お
よ
び
法
的

地
位
」『
岡
山
商
科
大
学
法
学
論
叢
』
第
三
号
（
一
九
九
五
年
二
月
）、
一
｜
三
七
頁
、

及
び
、
井
上
達
夫
「
人
間
・
生
命
・
倫
理
」（
江
原
由
美
子
編
『
生
殖
技
術
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』、
勁
草
書
房

一
九
九
六
年
、
三
｜
三
九
頁
）
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

10
）

但
し
、
人
格
存
在
と
必
然
的
に
結
び
つ
か
な
い
個
性
的
な
パ
ー
ソ
ン
概
念
を
基
準

に
し
て
論
じ
る
者
も
い
る
。
例
え
ば
、P

eter S
in
g
er,

P
ractical E

th
ics
,
C
a
m
-

b
rid
g
e
1993

（
初
版
邦
訳
『
実
践
の
倫
理
』、
山
内
友
三
郎
／
塚
崎
智
監
訳
、
昭
和

堂

一
九
九
一
年
）、Id

em
,
R
eth
in
kin

g L
ife an

d
 
D
eath

:
T
h
e C

ollapse of
 

O
u
r T

rad
ition

al E
th
ics
,
M
elb
o
u
rn
e 1994

（
邦
訳
『
生
と
死
の
倫
理
｜
伝
統

的
倫
理
の
崩
壊
』、
樫
則
章
訳
、
昭
和
堂

一
九
九
八
年
）。C

f.
K
.
A
rn
tz,

“D
er

 
u
m
stritten

e
 
P
erso

n
b
eg
riff in

 
d
er
 
B
io
eth

ik
.
A
n
m
erk

u
n
g
en
 
zu
 
d
en

 
T
h
esen P

eter S
in
g
ers,”

T
h
eologie d

er
 
G
egen

w
art 41

1998

）,S
.
196

206;
M
.
C
a
sco

n
e,

“P
erso

n
a
 
in
 
p
ro
p
sp
ettiv

a
 
b
io
etica

,”
R
ivista

 
d
i

 
teologia m

orale 35
2003

）,p
p
.
407

409
p
p
.
401

416

）.

な
お
邦
文
に
よ
る

も
の
と
し
て
前
掲
江
原
編
『
生
殖
技
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
中
の
川
本
隆
史
「
生
殖
革

命
と
い
う
言
説
｜
｜
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
批
判
の
た
め
に
｜
｜
」（
二
八
五
｜
三
〇

六
頁
）
が
あ
る
。

117
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11
）

宮
川
俊
行
「
人
間
個
体
の
成
立
時
期
を
巡
っ
て
」、『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

第
二
十
六
集
（
一
九
九
〇
年
）、
一
｜
一
四
頁
。

な
お
、
さ
ら
に
、「
個
人
の
起
源
を
巡
る
神
と
人
間
」（『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

第
三
十
四
集
﹇
一
九
九
七
年
﹈、
一
｜
一
八
頁
）
で
は
こ
の
問
題
と
神
学
論
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。
他
に
、「
ト
マ
ス
の
人
間
本
質
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」（『
純
心

女
子
短
期
大
学
紀
要
』、
第
十
八
集
﹇
一
九
八
二
年
﹈、
九
｜
一
六
頁
）、「
体
外
受
精

の
倫
理
学
的
考
察
」（
水
波
朗
／
稲
垣
良
典
／
Ｈ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
編
『
自
然
法
｜
反
省

と
展
望
』、
創
文
社

一
九
八
七
年
、
三
九
九
｜
四
五
三
頁
）、「『
代
理
出
産
』
の
ト

マ
ス
主
義
応
用
倫
理
学
的
考
察
」（
高
橋
広
次
編『
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論

﹇
南
山
社
会
倫
理
研
究
叢
書
、
第
三
巻
﹈』、
南
山
社
会
倫
理
研
究
所

一
九
九
八
年
、

二
〇
二
｜
二
七
九
頁
）、「
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
を
巡
っ
て
」（『
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
福
祉

研
究
』
一
﹇
二
〇
〇
一
年
﹈、
七
九
｜
一
〇
三
頁
）
な
ど
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
の
若

干
の
考
察
が
含
ま
れ
て
い
る
。

12
）

但
し
、
こ
の
よ
う
な
生
物
学
的
生
命
の
完
全
喪
失
が
そ
の
ま
ま
人
間
人
格
の
完
全

消
滅
を
意
味
す
る
か
否
か
に
関
し
て
は
古
来
哲
学
者
の
間
に
議
論
が
あ
る
。
特
定
の

ヒ
ト
有
機
体
と
し
て
は
完
全
崩
壊
し
身
体
構
成
に
参
加
し
て
い
た
諸
物
質
に
分
解
し

て
し
ま
う
と
い
う
点
は
、
自
然
現
象
界
の
出
来
事
と
し
て
誰
か
ら
も
殆
ど
異
論
な
く

認
め
ら
れ
て
い
る
。
個
体
死
は
自
己
意
識
を
も
っ
た
存
在
と
し
て
の
人
間
の
完
全
滅

亡
と
す
る
者
は
多
い
。
だ
が
、
自
己
意
識
を
も
ち
個
体
死
を
乗
り
越
え
て
存
続
す
る

超
生
物
学
的
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
も
つ
者
も
い
る
。
し
か
も
こ
の
部
分
は

人
間
人
格
の
非
常
に
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
言
う
。C

f.
J.
S
eifert,

D
as
 
L
eib

S
eele

P
roblem

 
u
n
d
 
d
ie gegen

w
artige ph

ilosoph
isch

e D
isku

ssion
.
E
in
e

 
system

atisch
-kritisch

e A
n
alyse

D
a
rm
sta
d
t
1989

）,S
.
256

281.

13
）

C
f.
J.
d
e V

ries,
“H
y
lem

o
rp
h
ism

u
s,”

W
.
B
ru
g
g
er

H
rsg

.

）,P
h
iloso-

ph
isch

es
 
W
orterbu

ch
F
reib

u
rg

1985

）,
S
.
168

170;
F
.
S
elv
a
g
g
i,

F
ilosofia

 
d
el m

on
d
o

｜C
osm

ologia
 
filosofica

R
o
m
a

1993

）,p
p
.
500

539;
M
.
G
u
m
a
n
n
,
“F
o
rm

｜M
a
terie,”

A
.
F
ra
n
z
/
W
.
B
a
u
m
/
K
.
K
reu

t-

zer
H
g
.

）,
L
exikon

 
ph
ilosoph

isch
er
 
G
ru
n
d
begriffe

 
d
er
 
T
h
eologie

F
reib

u
rg 2003

）,S
.
144

146.

14
）

C
f.
B
.
V
a
n H

a
g
en
s,
F
ilosofia d

ella n
atu
ra

R
o
m
a 1983

）,p
p
.
48

68.

15
）

C
f.
A
.
D
.
S
ertilla

n
g
es,

L
a
 
ph
ilosoph

ie d
e S

.
T
h
om
as d

’A
qu
in
 
II

P
a
ris 1940

）,p
p
.
71

85,
125

146;
G
.
B
a
rza

g
h
i,
“M

a
teria

 
e
 
F
o
rm
a
.

S
en
so
 
m
eta

fisico
 
ed
 
esp

a
n
sio
n
i a

n
a
lo
g
ich
e
 
d
ell’Ilem

o
rfism

o
 
in
 
s.

T
o
m
m
a
so d

’A
q
u
in
o
,”
D
ivu
s T

h
om
as 96

1993

）,p
p
.
9
61.

16
）

伝
統
的
に
ラ
テ
ン
語
で“a

n
im
a
”

、
日
本
語
で
「
霊
魂
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う

“p
sy
ch
e”

は
個
々
の
生
物
個
体
の
中
に
あ
る
「
生
命
原
理
、

生
か
す
い
の
ち
の
ち
か
ら
（p

rin
cip
iu
m
 
v
ita
e

）」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。
す
べ

て
の
生
物
個
体
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
霊
魂
」
と
呼
ぶ
と
動

物
や
植
物
に
も
「『
霊
』
魂
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ト
マ
ス
哲
学
の
人
間
理

解
と
調
和
し
な
く
な
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ゆ
え
今
道
友
信『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
』（
講

談
社
学
術
文
庫

二
〇
〇
四
年
、
二
六
四
｜
二
八
一
頁
）
に
従
い
「
生
魂
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。
植
物
魂
・
栄
養
魂（a

n
im
a v

eg
eta

tiv
a

）、
感
覚
魂
・
動
物
魂（a

n
im
a

 
sen

sitiv
a

）、
理
性
魂
（a

n
im
a ra

tio
n
a
lis

）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
は
す
べ

て
「
生
魂
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
場
合
そ
の
生
魂
は
「
精
神
」
で
あ
り
、
特

別
の
生
魂
で
あ
る
の
で
こ
の
点
を
重
視
し
て
こ
れ
を
特
に
精
神
魂
（a

n
im
a
 
sp
ir-

itu
a
lis

）と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
ト
マ
ス
主
義
哲
学
的
人
間
論
で
も
普
通
よ
く
用
い
ら
れ

る
理
性
魂
（a

n
im
a
 
ra
tio
n
a
lis,

a
.
in
tellectu

a
lis

）
と
い
う
言
葉
は
可
能
な
限

り
避
け
る
。

17
）

周
知
の
通
り
こ
れ
は
ト
マ
ス
哲
学
の
主
要
命
題
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。C

f.
R
.

M
a
si,
C
osm

ologia
R
o
m
a 1961

）,p
p
.
125

157.

18
）

S
u
m
m
a T

h
eol.

I
,
q
.
76,

a
a
.
3
4.

C
f.
G
.
A
.
W
ilso

n
,
“T
h
o
m
a
s A

q
u
in
a
s a

n
d H

en
ry o

f G
h
en
t o

n th
e

 
S
u
ccessio

n
 
o
f S

u
b
sta
n
tia
l F

o
rm
s a

n
d
 
th
e O

rig
in
 
o
f H

u
m
a
n
 
L
ife,”

P
roceed

in
gs of A

m
erican C

ath
olic P

h
ilosoph

ical A
ssociation

W
a
sh
in
-

g
to
n
,
D
.
C
.
1990

）,p
p
.
117

131.

19
）

C
f.
G
.
B
la
n
d
in
o
,
“Il fin

a
lism

o b
io
lo
g
ico
,”
L
a C

ivilta
C
attolica 136

1985

）II,
p
p
.
147

152;
G
.
V
erb

ek
e,
“T
eleo

lo
g
y a

n
d L

o
g
ic in S

to
icism

 
a
n
d
 
A
q
u
in
a
s,”

J.
F
o
llo
n
/
J.
M
cE
v
o
y

ed
s.

）,F
in
alite

et
 
in
ten
tion

-

n
alite:

d
octrin

e th
om
iste et perspectives m

od
ern

es
L
eu
v
en 1992

）,p
p
.

55
57,

61
p
p
.
41

61

）.

118

社 会 と 倫 理



20
）

例
え
ば
ヒ
ト
接
合
子
が
場
合
に
よ
っ
て
は
胞
状
鬼
胎
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
こ
の
接
合
子
が
正
常
に
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
必
然
的
結

果
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ
う
な
有
機
体
の
形
成
が
目
指
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。

21
）

R
.
M
.
A
u
g
ro
s,
“N
a
tu
re A

cts fo
r a
n E

n
d
,”
T
h
e T

h
om
ist 66

2002

）,

p
p
.
546

47,
550,

561
p
p
.
535

75

）.
C
f.
G
.
E
.
M
.
A
n
sco

m
b
e,
“E
m
b
ry
o
s

 
a
n
d F

in
a
l C
a
u
ses,”

J.
F
o
llo
n
/
J.
M
cE
v
o
y
ed
s.

）,F
in
alite

et in
ten
tion

-

n
alite

,
op
.
cit.,

p
p
.
293

303.

22
）

C
f.
J.
G
o
y
ette,

“S
u
b
sta
n
tia
l F

o
rm
 
a
n
d
 
th
e R

eco
v
ery

 
o
f a

n
 
A
ris-

to
telia

n N
a
tu
ra
l S
cien

ce,”
T
h
e T

h
om
ist 66

2002

）,p
p
.
525

529
p
p
.

519
533

）.

23
）

K
.
B
ern

a
th
,
A
n
im
a form

a corporis.
E
in
e U

n
tersu

ch
u
n
g
 
u
ber

 
d
ie

 
on
tologisch

en
 
G
ru
n
d
lagen

 
d
er A

n
th
ropologie d

es T
h
om
as von A

qu
in
,

B
o
n
n
 
1969;

T
.
S
ch
n
eid
er,

D
ie
 
E
in
h
eit
 
d
es
 
M
en
sch
en
.
D
ie
 
an
th
-

ropologisch
e F

orm
el
“an

im
a form

a corporis”
im
 
sogen

an
n
ten
 
K
orre-

ktorien
streit

M
u
n
ster 1973

）,S
.
12

63.

24
）

C
f.
S
u
m
m
a T

h
eologiae I

,
q
.
90,

a
a
.
2
3;
D
e P

oten
tia
,
q
.
3,
a
.
9.

25
）

ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
精
神
魂
は
一
種
の
実
体
（su
b
sta
n
tia

）
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
一

面
で
は
実
体
的
形
相
と
し
て
第
一
質
料
と
合
致
し
て
具
体
的
第
一
実
体
と
し
て
の
人

間
個
体
を
形
成
し
、
そ
の
生
魂
と
し
て
存
在
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
限
り
で
は
実
体

の
部
分
的
原
理
要
素
に
過
ぎ
ぬ
。
だ
が
個
体
の
崩
壊
の
後
、
実
体
的
形
相
・
生
魂
と

し
て
の
働
き
は
も
う
で
き
な
い
が
、
自
立
的
存
在
と
し
て
存
続
す
る
。Cf.

W
.K
lu
x
-

en
,
“A
n
im
a sep

a
ra
ta u

n
d P

erso
n
sein b

ei T
h
o
m
a
s v
o
n A

q
u
in
,”
W
.
P
.

E
ck
ert

H
rsg

.

）,T
h
om
as
 
von

 
A
qu
in

M
a
in
z
 
1974

）,S
.
96

116;
Id
em
,

“S
eele

 
u
n
d
 
U
n
sterb

lich
k
eit b

ei T
h
o
m
a
s
 
v
o
n
 
A
q
u
in
,”
K
.
K
rem

er

H
rsg

.

）,
S
eele

K
o
ln
 
1984

）,
S
.
66

83;
M
.
S
ch
u
lze,

“
‘A
n
im
a

 
sep

a
ra
ta
’
-
B
a
u
stein

 
ein
er
 
th
eo
lo
g
isch

en
 
L
eh
re
 
v
o
n
 
M
en
sch

en
,”

C
om
m
u
n
io 19

1990

）,S
.
30

36.

26
）

精
神
魂
の
現
存
を
受
精
完
了
の
と
き
か
ら
と
考
え
る
立
場
を
受
精
説
と
呼
ん
で
お

く
。
ト
マ
ス
の
本
来
的
な
考
え
方
は
こ
う
な
る
、
と
い
う
の
が
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
で

あ
る
。
史
的
ト
マ
ス
の
思
想
の
重
視
の
度
合
い
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

本
来
的
な
ト
マ
ス
自
身
の
哲
学
の
立
場
と
し
て
わ
れ
わ
れ
同
様
受
精
説
を
取
る
主
な

も
の
と
し
て
、B

.
M
.
A
sh
ley
,
“A
 
C
ritiq

u
e o

f th
e T

h
eo
ry
 
o
f D

ela
y
ed

 
H
o
m
in
iza
tio
n
,”

D
.
M
.
M
cC
a
rty

/
A
.
S
.
M
o
ra
czew

sk
i
ed
s.

）,
A
n

 
E
th
ical

 
E
valu

ation
 
of
 
F
etal

 
E
xperim

en
taton

:
A
n
 
In
terd

isciplin
ary

 
S
tu
d
y
S
t.
L
o
u
is 1976

）,p
p
.
113

133;
W
.
M
a
y
,
“W

h
a
t m

a
k
es a H

u
m
a
n

 
B
ein
g to B

e a B
ein
g o

f M
o
ra
l W

o
rth
,”
T
h
e T

h
om
ist 40

1976

）,p
p
.

416
443;

G
.
G
risez,

“W
h
en
 
D
u
 
P
eo
p
le B

eg
in
?,”

P
roceed

in
gs
 
of
 
th
e

 
A
m
erican

 
C
ath
olic P

h
ilosoph

ical A
ssociation

 
63

1989

）,p
p
.
27

47;
S
.

J.
H
ea
n
ey
,
“A
q
u
in
a
s a
n
d th

e P
resen

ce o
f H

u
m
a
n R

a
tio
n
a
l S
o
u
l in th

e
 

E
a
rly
 
E
m
b
ry
o
,”
T
h
e
 
T
h
om
ist
 
56

1992

）,p
p
.
19

48;
M
.
Jo
h
n
so
n
,

“D
ela
y
ed
 
H
o
m
in
iza
tio
n
:
R
eflectio

n
s
 
o
n
 
S
o
m
e
 
R
ecen

t
 
C
a
th
o
lic

 
C
la
im
s fo

r D
ela
y
ed H

o
m
in
iza
tio
n
,”
T
h
eological S

tu
d
ies 56

1995

）,p
p
.

743
763;

R
.
L
u
ca
s L

u
ca
s,
“F
o
n
d
a
zio
n
e a

n
tro
p
o
lo
g
ica
 
d
ei p

ro
b
lem

i
 

b
io
etici,”

op
.
cit

（
前
註
８
）.;

M
.
R
.
P
a
n
ico
la
,
“T
h
ree V

iew
s o

n
 
th
e

 
P
reim

p
la
n
ta
tio
n E

m
b
ry
o
,”
T
h
e N

ation
al C

ath
olic B

ioeth
ics Q

u
arterly

 
2

2002

）,p
p
.
69

97;
L
.
M
.
A
n
to
n
io
tti,

“L
a
 
v
erite

d
e la

 
p
erso

n
n
e

 
h
u
m
a
in
e.

A
n
im
a
tio
n
 
d
ifferee

 
o
u
 
a
n
im
a
tio
n
 
im
m
ed
ia
te?,”

R
evu

e
 

th
om
iste 103

2003

）,p
p
.
547

576

な
ど
が
目
に
付
く
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
質

的
に
は
玉
石
混
交
で
あ
る
。
本
稿
も
不
足
の
点
が
多
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
の
、
さ

さ
や
か
な
仮
説
の
試
み
で
あ
る
。

27
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
は
、K

.
L
.
F
la
n
n
n
ery

,
“A
p
p
ly
in
g
 
A
risto

tle
 

in C
o
n
tem

p
o
ra
ry E

m
b
ry
o
lo
g
y
,”
T
h
e T

h
om
ist 67

2003

）,p
p
.
249

278

を
参
照
。

28
）

C
f.
B
.
M
o
n
d
in
,
“A
n
im
a
,”
D
izion

ario
 
en
cicloped

ico
 
d
el pen

siero
 
d
i

 
san

 
T
om
m
aso

 
d
’A
qu
in
o

B
o
lo
g
n
a
 
1991

）,
p
p
.
43

48;
“In

telletto

u
m
a
n
o

）,”
ibid

.,
p
p
.
330

333;
R
.
L
u
ca
s
 
L
u
ca
s,

“
F
o
n
d
a
z
io
n
e

 
a
n
tro
p
o
lo
g
ica d

ei p
ro
b
lem

i b
io
etici,”

op
.
cit

（
前
註
８
）.,p

p
.
713

741.
29
）

C
f.
B
.
M
.
A
sh
ley
,
“A
 
C
ritiq

u
e o
f th

e T
h
eo
ry o

f D
ela
y
ed H

o
m
in
iza
-

tio
n
,”

op
.
cit

（
前
注
26
）.;

B
.
A
sh
ley

/
A
.
M
o
ra
czew

sk
i,

“C
lo
n
in
g
,

A
q
u
in
a
s,
a
n
d th

e E
m
b
ry
o
n
ic P

erso
n
,”
T
h
e N

ation
al C

ath
olic B

ioeth
-

119

ヒト初期胚の道徳的身分を巡って



ics Q
u
arterly

 
1

2001

）,p
p
.
198

200
p
p
.
189

201

）;K
.
L
.
F
la
n
n
ery

,

“A
p
p
ly
in
g A

risto
tle,”

op
.
cit

（
前
注
27
）.,p

p
.
253

255.
30
）

こ
れ
は
自
然
哲
学
の
物
体
論
の
中
で
、
合
成
物
に
お
け
る
元
素
の
在
り
方
が
単
な

る
「
可
能
態
（in p

o
ten

tia

）」
で
は
な
い
、
と
し
て
ト
マ
ス
が
持
ち
出
し
て
い
る
概

念
で
あ
る
。D

e M
ix
tu E

lem
en
to
ru
m

O
pu
scu
la P

h
ilosoph

ica
,
ed
.
M
a
r-

ietti,
R
o
m
a
 
1954,

p
p
.
155

156

）,n
n
.
438

439.
C
f.
P
.
H
o
en
en
,
C
os-

m
ologia

R
o
m
a

1956

）,p
p
.
334

357;
B
.
V
a
n
 
H
a
g
en
s,
F
ilosofia

 
d
ella

 
n
atu
ra
,
op
.
cit

（
前
注
14
）.,p

p
.
127

130;
C
.
D
eca

en
,
“E
lem

en
ta
l V

irtu
a
l

 
P
resen

ce in S
t.
T
h
o
m
a
s,”

T
h
e T

h
om
ist 64

2000

）,p
p
.
271

300.

一
般
に
は
「
可
能
態
（in p

o
ten

tia

）」
と
「
現
勢
態
（in a

ctu

）」
の
中
間
的
な

も
の
と
い
う
こ
と
で
終
わ
っ
て
い
る
受
け
止
め
方
が
多
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を

現
勢
態
の
低
水
準
的
な
も
の
と
し
て
初
期
胚
に
お
け
る
精
神
魂
の
在
り
方
に
適
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
精
神
魂
が
唯
一
の
実
体
的
形
相
で
あ
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
、
現
勢
態
（in a

ctu

）
に
あ
る
こ
と
を
保
持
し
な
が
ら
、
そ
の
在
り
方
の
一

つ
と
し
て
こ
れ
を
位
置
付
け
る
の
で
あ
る
。

31
）

例
え
ば
、
前
掲
（
註
１
）N

.
M
.
F
o
rd
,
W
h
en D

id
 
I B

egin
?
,
p
p
.
111

112,

119
135,

160
165,

171
173;

前
掲
（
註
９
）R

.
A
.
M
cC
o
rm
ick

,
“W

h
o
 
o
r

 
W
h
a
t is th

e
‘P
re

E
m
b
ry
o
’?”;

前
掲
（
註
９
）N

.M
.F
o
rd
,P
ren

atal P
erson

,

p
p
.
65

69.

32
）

N
.
M
.
F
o
rd

は
胚
盤
胞
の
二
分
化
終
了
以
前
は
ま
だ
個
体
と
し
て
の
人
間
人
格

は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
、
と
考
え
る
（W

h
en D

id
 
I begin

?
,
op
.
cit.,

p
p
.
156

158.

）。
し
か
し
胚
盤
胞
的
有
機
的
一
存
在
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
部
分
は
緊
密

に
関
連
し
て
お
り
二
つ
の
別
の
存
在
で
な
く
二
部
分
よ
り
成
る
一
つ
の
存
在
で
あ

る
。P

.
F
la
m
a
n
,
“W

h
en D

id I B
eg
in
?
A
n
o
th
er C

ritica
l R

esp
o
n
se to

 
N
o
rm
a
n F

o
rd
,”
T
h
e L

in
acre Q

u
arterly 58

1991

）,N
o
.4,p

p
.47

49
p
p
.

39
55

）.

33
）

C
f.
W
.
A
.
W
a
lla
ce,

“N
a
tu
re a

s A
n
im
a
tin
g
:
th
e S

o
u
l in th

e H
u
m
a
n

 
S
cien

ces,”
T
h
e T

h
om
ist 49

1985

）,p
p
.
612

648;
Id
em
,
“N
a
tu
re a

n
d

 
H
u
m
a
n N

a
tu
re a

s th
e N

o
rm
 
in M

ed
ica
l E
th
ics,”

E
.
D
.
P
elleg

rin
o et

 

a
l.
ed
s.

）,C
ath
olic P

erspectives on
 
M
ed
ical M

orals
B
o
sto
n 1989

）,p
p
.

23
53;

P
.
S
m
ith
,
“T
ra
n
sien

t N
a
tu
res a

t th
e E

d
g
es o

f H
u
m
a
n L

ife:
A

 
T
h
o
m
istic E

x
p
lo
ra
tio
n
,”
T
h
e T

h
om
ist 54

1990

）,p
p
.
191

227.

34
）

C
f.
R
.
L
u
ca
s
 
L
u
ca
s,
“F
o
n
d
a
zio
n
e
 
a
n
tro
p
o
lo
g
ica

 
d
ei
 
p
ro
b
lem

i
 

b
io
etici,”

op
.
cit

（
前
註
８
）.,p

p
.
702

713.

35
）

D
e P

ers.
et d

u
a
b
.
n
a
t.,
c.
3.

36
）

C
f.
U
.
D
eg
l’In

n
o
cen

ti,
Il problem

a d
ella person

a n
el pen

siero d
i S

.

T
om
m
aso

,
R
o
m
a 1967;

J.
E
n
d
res,

“T
h
o
m
a
sisch

er P
erso

n
b
eg
riff u

n
d

 
n
eu
zeitlich

er
 
P
erso

n
a
lism

u
s,”

W
.
P
.
E
ck
ert

H
rsg

.

）,
T
h
om
as
 
von

 
A
qu
in
,
op.

cit

（
前
註
25
）.,

S
.
119

125,
130

137
S
.
117

143

）;H
.
S
eid
l,

“T
h
e C

o
n
cep

t o
f P

erso
n in S

t.
T
h
o
m
a
s:
A
 
C
o
n
trib

u
tio
n to R

ecen
t

 
D
iscu

ssio
n
,”
T
h
e T

h
om
ist 51

1987

）,p
p
.
435

460.

37
）

D
.
N
.
Irv
in
g
,
“A
b
o
rtio

n
:
C
o
rrect

 
A
p
p
lica

tio
n
 
o
f
 
N
a
tu
ra
l L

a
w

 
T
h
eo
ry
,”
T
h
e L

in
acre Q

u
arterly 67

2000

）,N
o
.
1,
p
p
.
45

55.

「
二
重
結

果
の
原
則
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
二
重
結
果
の
原
則
』」、『
純
心
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
第
十
九
集
（
一
九
八
三
年
）、
一
｜
九
頁
を
参
照
。C

f.
J.
T
.
M
a
n
g
a
n
,
“A
n

 
H
isto

rica
l A

n
a
ly
sis o

f th
e P

rin
cip
le o

f D
o
u
b
le E

ffect,”
T
h
eological

 
S
tu
d
ies 10

1949

）,p
p
.
41

61.

38
）

生
物
学
的
発
育
過
程
の
中
の
重
要
と
考
え
ら
れ
る
現
象
に
注
目
す
る
の
が
普
通

で
、
胚
盤
胞
成
立
期
説
、
全
主
要
器
官
出
現
説
、
神
経
・
脳
形
成
完
了
説
、
脳
活
動

開
始
説
、
胎
動
開
始
説
、
胎
外
生
存
可
能
開
始
説
な
ど
が
あ
る
。

39
）

こ
の
考
え
方
は
ワ
ー
ノ
ッ
ク
（B

a
ro
n
ess M

a
ry W

a
rn
o
ck

）
を
座
長
と
す
る

英
国
の
特
別
委
員
会
が1984

年
に
議
会
に
提
出
し
た
「
ワ
ー
ノ
ッ
ク
報
告
書
（T

h
e

 
R
ep
o
rt o

f th
e C

o
m
m
itte o

f In
q
u
iry
 
in
to
 
H
u
m
a
n
 
F
ertiliza

tio
n
 
a
n
d

 
E
m
b
ry
o
lo
g
y

）に
お
い
て
も
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
存
在
論
的
に
初
期
胚
は
人

間
パ
ー
ソ
ン
で
は
な
い
が
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
し
て
い

る
。C

f.
N
.
M
.
F
o
rd
,
W
h
en D

id
 
I B

egin
?
,
op
.
cit.,

p
p
.
4
5,
98,

177
178.

40
）

こ
の
立
場
を
取
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、W

.
R
u
ff,

“In
d
iv
id
u
a
lita

t u
n
d

 
P
erso

n
a
lita

t im
 
em
b
ry
o
n
a
len W

erd
en
,”
T
h
eologie u

n
d P

h
ilosoph

ie 45

1970

）,S
.
24

59;
T
.
A
.
S
h
a
n
n
o
n
/
A
.
B
.
W
o
lter,

“R
eflectio

n
s o

n th
e
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M
o
ra
l
 
S
ta
tu
s
 
o
f
 
th
e
 
P
reem

b
ry
o
,”

op.
cit

（
前
註
９
）.;

J.
P
o
rter,

“In
d
iv
id
u
a
lity

,
P
erso

n
a
l Id

en
tity

,
a
n
d th

e M
o
ra
l S
ta
tu
s o
f th

e P
reem

-

b
ry
o
:
A
 
R
esp

o
n
se to M

a
rk Jo

h
n
so
n
,”
T
h
eological S

tu
d
ies 56

1995

）,

p
p
.
763

770;

前
掲
（
註
１
）N

.
M
.
F
o
rd
,
W
h
en D

id I B
egin

?
；

前
掲
（
註

９
）R

.
A
.
M
cC
o
rm
ick

,
“W

h
o o

r W
h
a
t is th

e
‘P
re

E
m
b
ry
o
’?”

；

前
掲

（
註
９
）N

.
M
.
F
o
rd
,
P
ren

atal P
erson

,
p
p
.
65

69

な
ど
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿

（
註
11
）
も
こ
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

41
）

T
.
A
.
S
h
a
n
n
o
n
,
“C
lo
n
in
g
,
U
n
iq
u
en
ess,

a
n
d In

d
iv
id
u
a
lity

,”
L
ou
vain

 
S
tu
d
ies 19

1994
）,p

p
.
283

306.

41
bis
）J.

D
o
n
ceel,

“Im
m
ed
ia
te A

n
im
a
tio
n a

n
d D

ela
y
ed H

o
m
in
iza
tio
n
,”

T
h
eological S

tu
d
ies 31

1970
）,p

p
.
78

85
p
p
.
76

105

）.

42
）

こ
の
見
解
が
読
み
取
ら
れ
る
主
要
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

In
 
II S

en
t.,
d
.
18,

q
.
2,
a
a
.
1 et 3

②

S
u
m
m
a con

tra G
en
tiles II

,
cc.

86
89

③

C
om
pen

d
iu
m
 
T
h
eologiae

,
cc.

92
95

④

D
e P

oten
tia
,
q
.
3,
a
a
.
9
12

⑤

D
e A

n
im
a
,
a
.
11 a

d 2

⑥

S
u
m
m
a T

h
eologiae I

,
q
,
118,

a
a
.
1
3

43
）

R
.
M
.
D
o
erflin

g
er,

“T
h
e E

th
ics o

f F
u
n
d
in
g E

m
b
ry
o
n
ic S

tem
 
C
ell

 
R
esea

rch
:
A
 
C
a
th
o
lic V

iew
p
o
in
t,”

K
en
n
ed
y In

stitu
te of E

th
ics Jou

r-

n
al 9

1999

）,p
p
.
137

139
p
p
.
137

150

）.

44
）

史
的
ト
マ
ス
は
、
前
人
間
人
格
説
を
採
り
な
が
ら
も
、
初
期
胚
の
中
絶
・
堕
胎
は

道
徳
的
に
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
一
貫
し
て
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。C

f.
M
.

Z
a
lb
a
,
“M

o
ra
lita

s A
b
o
rtu
s in D

o
ctrin

a S
.
ti T

h
o
m
a
e,”

D
octor C

om
-

m
u
n
is 25

1972

）,p
p
.
105

127;
G
.
d
i G

ia
n
n
a
ta
le,

“L
a p

o
sizio

n
e d

i S
.

T
o
m
m
a
so su

ll’A
b
o
rto
,”
ibid

.
34

1981

）,p
p
.
296

311.

45
）

C
f.
R
.
A
.
M
cC
o
rm
ick

,
“W

h
o o

r W
h
a
t is th

e
‘P
re

E
m
b
ry
o
’?,”

op
.
cit

（
前
注
９
）.

46
）

C
.
A
.
T
a
u
er,

“T
h
e T

ra
d
itio

n o
f P
ro
b
a
b
ilism

 
a
n
d th

e M
o
ra
l S
ta
tu
s

 
o
f th

e E
a
rly E

m
b
ry
o
,”
T
h
eological S

tu
d
ies 45

1984

）,p
p
.
3
33.

47
）

K
.
T
.
K
elly

,
“E
m
b
ry
o R

esea
rch

:
th
e E

th
ica
l Issu

es,”
T
h
e M

on
th 23

1990

）,p
p
.
63

64
p
p
.
59

64

）;J.
A
.
R
o
b
ertso

n
,
“W

h
a
t W

e M
a
y D

o
 

w
ith P

reem
b
ry
o
s,”

op.
cit

（
前
註
９
）.

48
）

M
.
T
o
o
ley
,
A
bortion

 
an
d
 
In
fan

ticid
e
,
O
x
fo
rd 1983.

シ
ン
ガ
ー
に
つ
い

て
は
前
註
（
10
）
参
照
。
な
お
ト
ゥ
ー
リ
ー
や
シ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て
は
Ｈ
・
Ｔ
・
エ

ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
他
著
（
加
藤
尚
武
他
訳
）『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
基
礎
』、
東
海
大

学
出
版
会

一
九
八
八
年
、
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

49
）

C
f.
M
.
R
.
P
a
n
ico
la
,
“T
h
ree V

iew
s,”

op.
cit

（
前
註
26
）.,p

p
.
85

91;
N
.

M
.
F
o
rd
,
T
h
e P

ren
atal P

erson
,
op.

cit

（
前
註
９
）.,p

p
.
19

27,
65

69.

50
）

C
f.
K
.
A
rn
tz,

“D
er u

m
stritten

e P
erso

n
b
eg
riff,”

op.
cit

（
前
註
10
）;M

.

A
h
m
a
n
n
,
W
as bleibt vom

 
m
en
sch
lich

en L
eben u

n
an
tastbar?

K
ritisch

e
 

A
n
alyse

 
d
er
 
R
ezeption

 
d
es
 
praktisch

-eth
isch

en
 
E
n
tw
u
rf
 
von

 
P
eter

 
S
in
ger au

s praktisch
-th
eologisch

er P
erspektive

,
M
u
n
ster 2000.

51
）

例
え
ば
、P

ierre d
e L

o
ch
t

の
討
論
中
の
発
言
。C

f.
L
’A
vortem

en
t:
A
ctes

 
d
u X

em
e C

olloqu
e In

tern
ation

al d
e S

exologie
L
o
u
v
a
in 1968

）,p
.
155.

ま
たL

.
B
eirn

a
ert,

“A
v
o
rtem

en
t:
est-il u

n
 
in
fa
n
ticid

e,”
É
tu
d
es
 
333

1970

）,p
p
.
520

523.

さ
ら
に

“D
o
ssier

 
su
r
 
l’a
v
o
rtem

en
t,”

ibid
.
388

1973

）,p
p
.
55

84,
511

534;
ibid

.
389

1973

）,p
p
.
262

282.

52
）

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
過
激
派
の
所
論
と
こ
れ
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
前
掲
（
註
９
）
江

原
由
美
子
編
『
生
殖
技
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
を
参
照
。

53
）

宗
教
学
者
の
島
薗
進
東
大
教
授
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
島
薗
進
「
人
間
の
胚
を
利

用
す
る
こ
と
の
是
非
」（『
世
界
』二
〇
〇
二
年
三
月
号
、
一
〇
八
｜
一
一
三
頁
）、
同

「
先
端
生
命
科
学
の
倫
理
を
ど
う
論
じ
る
か
？

人
の
胚
の
研
究
・
利
用
を
め
ぐ
っ

て
」（『
同
』
二
〇
〇
三
年
十
二
月
号
、
一
三
四
｜
一
四
三
頁
）
を
参
照
。
ヒ
ト
胚
の

尊
厳
を
守
ろ
う
と
す
る
教
授
の
熱
意
は
全
編
に
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
人
の
生
命

と
人
の
生
命
の
萌
芽
と
は
何
が
異
な
る
の
か
」（
一
四
二
頁
）と
い
う
疑
問
は
抱
き
な

が
ら
も「
生
ま
れ
ゆ
く
存
在
は
モ
ノ
で
は
な
い
、
人
の
い
の
ち
の
萌
芽
だ
」（
一
一
一

頁
）と
は
す
る
も
の
の
、「
だ
か
ら
と
い
っ
て
胚
の
操
作
や
利
用
の
可
能
性
が
百
パ
ー

セ
ン
ト
否
で
は
な
い
」（
同
）と
述
べ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
教
授
の
立
場
が
前

人
間
人
格
説
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
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ヒト初期胚の道徳的身分を巡って


